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バドミントン競技会 

 
＜大会役員＞ 

会  長  内田 健二 
副 会 長  森  寿義   谷ヶ﨑 仁   桜井 克彦   中島  敬   渡邉 哲哉 

山田 健司 
顧  問  大澤 武夫   金子 修三   岩佐正二郎   小柳 孟久   塩田 征夫 

吉田 昌夫   山本 和夫   中野 修一   山下 文孝   石田 明男 
松原  誠   山下 誠二   髙橋 利明   根本 和彦 

参  与  能登 則男   成田  進   磯井 貞夫   加藤  勝   坂本 徳雄 
   森田 真史   藤松 津吉   関根 冬藏 

三浦 史生   小澤 幸康   山田 将来   中平 晃成   佐藤 和成 
金子 典之   遠藤 和宏   関根 壮登   矢嶋 俊介   大熊  亮 
島野 和典   武田  元   小番 康平   大野 尭之 

委 員 長  歸山 広規 
副委員長  名倉 康弘   大澤 一之   山内 賢人 
委  員  中島 研翔   服部 瑶子   伊賀 祐輝   土肥 慧司   宮嵜  晋 

山本 秀弥   梶原 将人   竹内 真実   浅野 純子   髙坂 尚康 
馬場 汐里   山中 良太   寺家  司   安達  昴   瀧口 裕太 
島田 大輝   荻原 宏史   清水  楓   角山 和正   磯下由貴子  
森  歩美   鈴木  順   町田 佳史   中村 美杉   清水 一憲 
小川 竜平 

 
＜競技役員＞ 
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総 務 副 部 長  名倉 康弘  大澤 一之  山内 賢人 
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令和７年度埼玉県学校総合体育大会＜中学校の部＞ 
バドミントン競技会 実施要項 

 
１ 主  催  埼玉県  埼玉県教育委員会  公益財団法人埼玉県スポーツ協会  

さいたま市教育委員会  埼玉県中学校体育連盟  埼玉県バドミントン協会 
 
２ 主  管  埼玉県中学校体育連盟バドミントン専門部 
 
３ 後  援  熊谷市教育委員会   八潮市教育委員会 
 
４ 会  期  令和７年７月１４日（月） 男子団体戦      開始式・競技・表彰 

７月１５日（火） 女子団体戦      開始式・競技・表彰 
７月２２日（火） 男女個人戦ダブルス  説 明・競技・表彰 
７月２３日（水） 男女個人戦シングルス 説 明・競技・表彰 
７月２５日（金） 団体戦順位決定戦   説 明・競技 

 
５ 会  場  彩の国くまがやドーム 体育館 

〒３６０－０００４ 埼玉県熊谷市上川上３００ 
ＴＥＬ ０４８－５２６－２００４ 

        八潮市立大原中学校 体育館（２５日） 
〒３４０－０８１５ 埼玉県八潮市八潮５丁目９−１ 
ＴＥＬ ０４８－９９６－１３７８ 

 
６ 種  目  男女ともに団体戦並びに個人戦（複・単） 
 
７ 参加資格 
（１）申込時に埼玉県中学校体育連盟加盟中学校（義務教育学校等において、中学校第１学年から 

第３学年に該当する学年）に在籍している者とする。 
（２）一大会における同一競技の参加は地区予選会も含めて、１度のみとする。地区予選参加後に 

転校した場合、転出先での同一競技の地区予選会への出場は認めない。ただし、本大会の出場 
権を得た個人種目についてはその限りではない。 

（３）大会参加料を納めること。（登録選手は、１人一律５００円） 
（４）選手の参加については、必ず保護者の承認を得ること。 
（５）朝鮮諸初・中級学校及び特別支援学校中学部生徒の大会参加を「埼玉県中学校体育大会出場 

規定」（＊資料１）により認める。 
（６）拠点校部活動の大会参加については、「埼玉県中学校体育大会拠点校部活動参加規程」（＊

資料２）により参加を認める。 
 （７）地域クラブ活動の大会参加については、「埼玉県中学校体育大会への地域クラブ活動の参加 

資格等の特例について」（＊資料３）及び「令和７年度埼玉県中学校体育連盟主催バドミント 
ン競技会における地域クラブ活動の大会参加について（連絡）」（＊資料４）により定める。 

 

８ 監督・引率 ＊資料引率者（教員）の業務 
（１）参加生徒の監督・引率は、出場校（チーム）の校長・教員（教頭を含む）・部活動指導員、 

地域クラブ活動の代表者・事務担当者（管理者）・指導者とする。 
（２）埼玉県中学校体育連盟が主催する大会に出場するチーム・選手の引率者、監督、部活動指導 

員、外部指導者、トレーナー等は、部活動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等により、
任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けていない者であること。また、地域クラブ活動の
指導者においては、日本スポーツ協会公認指導者の処分等に該当していない者であること。校
長（代表者）はこの点を確認して、大会申込書を作成する。 
なお、外部指導者は校長から暴力等に関する指導処置を受けていないこととする。 

（３）部活動指導員が参加する場合は、「部活動指導員確認書」（「参加細則」資料２）を事前に 
事務局に提出する。部活動指導員は、他校の引率者及び監督にはなれない。 
※「部活動指導員」とは、学校教育法施行規則第７８条の２に示されている者をいう。 

（４）外部指導者の申請にいては、「外部指導者の規程」（＊資料５）に定める。 
（５）保護者引率については、「埼玉県中学校体育連盟保護者引率細則」」（＊資料６）により認 

める。 
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９ 参 加 数 
（１）出場定数 

 地区名 
団体戦 個人Ｄ 個人Ｓ 

 地区名 
団体戦 個人Ｄ 個人Ｓ 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

1 さいたま 7 8 14 16 14 16 10 秩父 1 1 2 2 2 2 
2 川口 3 2 5 3 5 3 11 大里 1 １ 2 3 2 3 
3 県南 1 ３ 3 5 3 5 12 北埼玉 2 3 3 4 3 4 
4 朝霞 2 2 3 3 3 3 13 越谷八潮 4 4 7 7 7 7 
5 上尾 1 2 3 3 3 3 14 葛北 4 4 7 6 7 6 
6 北足立 2 2 3 4 3 4 15 葛南 4 5 8 7 8 7 
7 入間 1 2 3 3 3 3 

16 
地域クラ

ブ活動 

1 1 3 7 3 7 
8 比企 1 １ 2 3 2 3 ＊0 ＊+1 ＊+1 ＊+1 ＊0 ＊1 

9 児玉 1 1 3 3 3 3 17 シード 4 4 8 8 8 8 
         合計 40 46 79 87 79 87 

（２）地域クラブ活動の出場数について 
令和７年度学総大会及び新人・県総大会については、令和６年度新人・県総大会県大会に出

場したチーム・個人数を基準とする。 

 項  目 

男子 女子 

団体戦 
個人戦

（複） 

個人戦

（単） 
団体戦 

個人戦

（複） 

個人戦

（単） 

① 
地域クラブ活動の基準となる県大会出場 

定数（令和７年度） 
１ ３ ３ １ ７ ７ 

② 

令和６年度新人・県総大会県大会に出場 

し、令和７年度地域クラブ活動大会に出 

場しないチーム数・ペア数・選手数 

０ ０ ０ ０ ０ ０ 

③ 

令和６年度新人・県総大会県大会に所属 

校から出場し、令和７年度地域クラブ活 

動大会に出場するペア数・選手数 

＊ ０ ０ ＊ ０ １ 

④ 
令和６年度新人・県総県大会でのシード 

獲得数（団体ベスト４、個人ベスト８） 
０ １ ０ １ １ ０ 

⑤ 
令和 7年度学総。新人・県総県大会への 

出場定数 
１ ４ ３ ２ ８ ８ 

（３）団体戦は学校（チーム）対抗２複１単（単・複は兼ねられない）とし、同一校（チーム）選 
手は５名以上８名以内と監督で１チームを編成する。その他、該当校の校長が認めた外部指導 
者を入れてもよい。 

 
１０ 競技規則 
（１）現行の（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審判員規程によ 

る。 
（２）使用用器具は令和７年度（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格品とする。但し、使 

用シャトルは下記の指定シャトルで第２種検定合格球以上とし、環境に合致したスピードのも 
のを使用する。（３番を予定） 
①大会指定シャトル：ヨネックス、ゴーセン、メトロ、ミズノ、クンプー 

（＊ヨネックスは、エアロセンサ７００以上） 
②大会本部で用意するシャトルの銘柄（予定） 

ヨネックス、ミズノ、クンプー 
 
１１ 競技方法 
（１）トーナメント方式により順位を決定する。（３位決定戦は原則行う。） 
（２）団体戦は先取マッチ（試合）方法にて行う。複２・単１の対抗とし、複１・単・複２の順に 
  行う。（同一選手が、単と複１・２及び、複１と複２を兼ねて出場することはできない。） 

 （３）個人戦は単と複を兼ねて出場することができる。 
 
１２ 表  彰 
（１）団体戦並びに個人戦の第１位には、優勝杯（持ち回り）を授与する。 

①男女別の開始式（団体戦開催日）において、優勝杯返還を実施するので、該当校（チーム） 
は持参すること。 
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②前年度優勝（令和６年度大会） 
 団体戦 個人戦ダブルス 個人戦シングルス 

男子 埼玉栄中学校 
萩原 駿希・松本 眞優 

（埼玉栄中学校） 
山口 晃央 

（埼玉栄中学校） 

女子 埼玉栄中学校 
皆川 恵茉・深澤 果帆 

（埼玉栄中学校） 
星野 結衣 

（埼玉栄中学校） 
 
（２）団体戦並びに個人戦の第１位から第３位までの選手には賞状を授与する。団体戦は、学校用 

賞状も授与する。 
（３）団体戦並びに個人戦の第１．２位の選手にメダルを授与する。 
（４）表彰の内訳 

種類 種目 男女 優勝 準優勝 ３位 ３位 総数 授与者 

優勝杯 

団体戦 
男子 １ ＊ ＊ ＊ 

６ 

埼玉県中学校体育連盟 

 

＊持ち回りとする。 

女子 １ ＊ ＊ ＊ 

個人戦Ｄ 
男子 １ ＊ ＊ ＊ 

女子 １ ＊ ＊ ＊ 

個人戦Ｓ 
男子 １ ＊ ＊ ＊ 

女子 １ ＊ ＊ ＊ 

賞状 

団体戦 
男子 ９ ９ ９ ９ 

９６ 

埼玉県中学校体育連盟 

 

＊団体戦は、学校用賞状

１枚を含む 

女子 ９ ９ ９ ９ 

個人戦Ｄ 
男子 ２ ２ ２ ２ 

女子 ２ ２ ２ ２ 

個人戦Ｓ 
男子 １ １ １ １ 

女子 １ １ １ １ 

メダル 

団体戦 
男子 ８ ８ ＊ ＊ 

４４ 
埼玉県教育委員会 

埼玉県中学校体育連盟 

女子 ８ ８ ＊ ＊ 

個人戦Ｄ 
男子 ２ ２ ＊ ＊ 

女子 ２ ２ ＊ ＊ 

個人戦Ｓ 
男子 １ １ ＊ ＊ 

女子 １ １ ＊ ＊ 

 
１３ 参加申込 
（１）所定の大会関係書類をＨＰ（埼玉県バドミントン協会中学の部）よりダウンロードし、必要 

事項を明確に入力の上メール送信にて仮申込を行うこと。氏名・チーム名等はプログラムにそ 
のまま使用するので正確に入力のこと。 ※７月１日（火）までに 
＜大会参加仮申込先＞ 
仮申し込み先メール k.yamauchi@saibad.jp   山内 賢人（越谷市立富士中学校）宛 

（２）その後、押印された正式な参加申込書は、県大会代表者会において地区常任委員を通して提
出する。Ａ３判サイズで片面印刷し縮小拡大しないこと。 

※メールにて仮申込した文書と正式申込書の記入内容に差異がないように注意し、仮申込送信後 
の選手変更等は所定の方法にて行うこと。 

 
１４ 参 加 料 
（１）参加選手（大会申込書に記入された選手）一人につき５００円とする。 

※団体戦と個人戦の両方に登録されても５００円とする。 
（２）参加料の支払いについては、下記のどちらかを選択する 

①各地区常任委員、地域クラブ活動代表者の指示による。 
②７月７日（月）の午前中までに下記銀行口座に振り込むこと。振込手数料は各校の負担とす 
る。学校・チーム名が分かるようする。カタカナ・数字の合計１２文字まで。 
（例）越谷栄進中 → コシガヤエイシン（８文字） 

 
＜銀行口座＞  埼玉りそな銀行越谷支店 

口座番号 普通 ４７３６００１ 
口座名義 埼玉県中学校体育連盟バドミントン専門部 代表 関根 冬藏 
 

 （３）参加料の受領証は埼玉県中学校体育連盟バドミントン専門部が発行し、領収書は埼玉県中学校体育 
連盟が発行する。 
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１５ 組 合 せ 
（１）レフェリーもしくは、デピュティーレフェリーの指示の下、埼玉県中学校体育連盟バドミン 

トン専門部の組合せ申し合わせ事項（内規）により、組合せを行う。 
（２）個人戦組み合わせ担当者会議を、令和７年７月５日（土）９時００分より、越谷市立栄進 

中学校さくら学級２組にて行う。 
（３）組合せ会議は、令和７年１０月８日（火）、スポーツ総合センター３０２研修室にて１３時 

１５分からの代表者会議終了後に行う。 
 

１６ 代表者会議 
（１）令和７年７月８日（火）１３時１５分、スポーツ総合センター３０１．３０２研修室 

 （２）県大会に出場する学校・チーム（団体戦、個人戦ＤＳ共に）の顧問・代表者等の１名は、必 
ずバドミントン競技代表者会議に参加すること。ただし、個人戦のみの出場校は代理者の出席 
を認める。（常任委員などに必ず依頼すること） 代表者会議に依頼者も含む出席のない学校 
（チーム）は、出場を認めない。 

（３）今年度より大会当日の監督会議・審判会議を行う。 
（４）代表者会議資料に関する資料を７月７日（月）９時００分までに、埼玉県バドミントン協会 

中学の部（埼玉県中学校体育連盟バドミントン）のＨＰに掲載するので、ダウンロードし印
刷して持参すること。 

 
１７ 連 絡 先 
（１）大会開催前は、参加申込データ提出先 k.yamauchi@saibad.jp 山内 賢人、 

または、直通ＴＥＬ080-4163-8117（歸山 広規）とする。 
  （２）大会期間中は、大会会場または直通ＴＥＬ080-4163-8117（歸山 広規）とする。 
  （３）大会情報  埼玉県中学校体育連盟バドミントンＨＰ 

http://www.saibad.com/chuugaku/chuugaku.html 
（４）大会速報 
 
 

 
 
 
 
 
１８ その他 
（１）競技中の着衣については、令和７年度（公財）日本バドミントン協会審査合格品とする。着 
  衣表示については、（公財）日本バドミントン協会大会運営規程第２４条による。但しウェア 
  の表示については、一部、(公財)日本中学校体育連盟バドミントン競技部申し合わせ事項に準 
  ずる。 

     ※（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部申し合わせ事項については、（公財）日本 
    中学校体育連盟バドミントン競技部ホームページ（http://chubad.jp）で確認すること。 
       ①『全国中学校バドミントン大会【着衣表示申し合わせ事項】<着衣表示>について（朱入り）』 
    ②『全国中学校バドミントン大会【着衣表示申し合わせ事項】<着衣表示>について（朱なし）』 
       ③『全国中学校バドミントン大会着衣表示について【着衣表示申し合わせ事項】＜補足説明＞』 
   ※背面ゼッケンの表示については、競技・審判上の注意を参照すること。 
 （２）地域クラブ活動については、（公財）日本中学校体育連盟バドミントン競技部ホームページ

（http://chubad.jp）で確認すること。 
『令和７年度 地域クラブ活動参加に関する質問・回答 について』 

（３）大会期間中の負傷・疾病については応急手当のみ行う。また、補償措置については、学校か 
  らの参加においては、独立行政法人日本スポーツ振興センター法の定めを適用する。地域クラ 

ブ活動においては、チーム代表者の責任のもと加入している傷害保険等の定めを適用する。 
（４）今大会の対戦結果により、団体戦は上位４チーム、個人戦の上位８名・８組を令和７年度埼

玉県中学校新人体育大会兼第３８回県民総合スポーツ大会＜中学校の部＞県大会の地区シード
とする。 

（５）大会参加に関しては、大会実施要項及び参加細則、競技・審判上の注意、県大会に関する資 

料を順次、埼玉県バドミントン協会中学の部にＨＰ（埼玉県中学校体育連盟バドミントン専門 
部）に掲載するのでダウンロードして内容を確認すること。 

埼玉県中体連専門部 
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令和 7年度 埼玉県中学校総合体育大会＜中学校の部＞ 
バドミントン競技会 参加細則 

大会参加にあたり、以下の点についてご理解とご協力をお願いします。  
参加校監督より各校（チーム）参加者並びに帯同者への周知徹底をお願いします。 
＊１→帯同者とは、トレーナー、保護者、審判・応援生徒等を含むチーム関係者のことです。 

１ 大会参加に際して 
（１）参加者（選手、監督、マネージャー、外部指導者、保護者引率者）並びにトレーナー、保護者、応援生 

徒等の帯同者は、本大会が埼玉県の中学校生徒を基盤とした学校教育活動下での大会であることを認識 
し、その歴史的な意義や品位を保つ行動を心がけてください。 

（２）競技会場（１．２Ｆ）入場時には、吊り下げ式ＩＤカードを必ず掲出してください。 
＊資料１【入場許可証（ＩＤカード）の作成と着用方法について】（サンプル・印刷用） 
＜各自用意＞作成方法については、ＨＰに掲載します。ダウンロードして作成してください。 
①中 学 校：監督（校長・教員（教頭を含む）・部活動指導員・外部指導者） 
②地域クラブ：監督（県中体連に登録済みの代表者・事務担当者（管理者）・指導者） 
③保護者引率者 
④観戦保護者 
⑤大会運営員 
⑥選手は、背面ゼッケンがＩＤ 
⑦審判生徒は、ジャージ等で確認 
○各校管理職等（応援）→各校で通常使用しているＩＤ 

（３）参加者は、服装等を整えるとともに、大会運営に協力してください。 
（４）選手は、儀礼（表彰、試合入退場・あいさつ時）の際は、上衣の裾は下衣の中に入れてください。 
（５）熱中症対策について 

参加校（チーム）・参加者は、選手・応援生徒用の熱中症対策グッズ（携帯用クーラーボックスの中に、 
氷・保冷剤・氷嚢・経口補水液）を携行して大会に参加してください。 

２ 引率・監督について 
（１）参加選手の監督・引率は、出場校（チーム）の校長・教員（教頭を含む）・部活動指導員、地域クラ 

ブ活動の代表者・事務担当者（管理者）・指導者とします。 
（２）引率・監督者は同一人とします。また、団体戦及び個人戦の両方に出場する場合は、監督は同一人と 

します。 
（３）部活動指導員について（地域クラブ活動は該当しません。） 

１）「部活動指導員」とは、学校教育法施行規則第７８条の２に示されている者をいいます。 
  ２）部活動指導員が参加する場合は、「部活動指導員確認書（校長承認書）」に必要事項を記入し、代表 

者会議１週間前までに埼玉県中学校体育連盟事務局宛にＦＡＸ送信してください（０４８－８２２－ 
０２８１）。 ＊資料２【部活動指導員確認書（校長承認書）】 

３）部活動指導員は、他校・地域クラブ活動の引率者及び監督にはなれません。 
（４）外部指導者について（地域クラブ活動は該当しません。） ＊【実施要項】の資料６ 

１）外部指導者とは、当該校長が人格・指導面において優れていると認めた者（満２０歳以上）であ 
り、学校の教育方針に基づき、顧問教師の指導計画に従い、日頃から継続して運動部活動指導に 
あたっている者とします。 

２）外部指導者は、１チームにつき１名とします。 
３）同一人が複数校の外部指導者にはなれません。 
４）教職員は、外部指導者として登録はできません。 
５）参加申込書の「外部指導者」の欄に必要事項を記入してください。 
６）外部指導者の引率及び監督について 
①大会に参加する学校（チーム）において、教員（教頭を含む）や部活等指導員による引率できない 
状況が発生した場合、校長が適切であると承認した外部指導者の引率・監督を認めます。 

②引率・監督をする場合、大会運営にも協力してください。 
③外部指導者が引率・監督を務める場合は、所定の「外部指導者確認書（校長承認書）」に必要事項 
を記入し、代表者会議１週間前までに埼玉県中学校体育連盟事務局宛にＦＡＸ送信してください 
（０４８－８２２－０２８１）。 ＊資料３【外部指導者確認書（校長承認書）】 

（５）個人戦における保護者引率について（地域クラブ活動は該当しません。） 
＊【実施要項】の資料６ 
１）当該運動部が学校に設置されていない個人種目に生徒が希望し保護者からの申し出があった場合 
は、校長は次の処置を講ずることができます。 

２）校長は、校長・教員が生徒を引率することにより学校運営等に支障があると判断した場合、「中学 
校体育大会保護者引率細則」に基づき申し出のあった保護者を引率者とすることができます。 

３）団体戦に出場した学校の個人戦における保護者引率は基本的に認めません。但し、団体戦・個人戦 
 の参加種目が別日であれば、保護者引率を認めます。 
４）引率者としての保護者は、監督の資格を認めません。 
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（６）適切な引率について 各学校（チーム）の引率規定  ＊資料４【引率者の業務について】 
１）交通ルールを守り、適切なマナーを心がけてください。（近隣への迷惑行為、ゴミの始末等） 
２）保護者引率者は、必ず事前に学校側と打ち合わせを行い大会に参加してください。 
３）引率者（監督・保護者引率者）は必ず会場にいて選手及びチーム関係者の健康管理に努めてくださ 
い。また、生徒の様子を適宜確認してください。生徒の健康安全が第一です。 

３ 参加申込について 
（１）所定の大会関係書類をＨＰ（埼玉県バドミントン協会中学の部）よりダウンロードし、必要事項を明 

確に入力の上メール送信にて仮申込を行ってください。氏名・チーム名等はプログラムにそのまま使用 
するので正確に入力してください。 ※７月１日（火）までに 
＜大会参加仮申込先＞ 
仮申し込み先メール k.yamauchi@saibad.jp 山内 賢人（越谷市立富士中学校）宛 

（２）その後、押印された正式な参加申込書は、県大会代表者会において地区常任委員を通して提出してく 
ださい。Ａ３判サイズで片面印刷し縮小拡大しないでください。 
※メールにて仮申込した文書と正式申込書の記入内容に差異がないように注意し、仮申込送信後の選手 
変更等は所定の方法にて行ってください。 

４ 県大会出場校一覧の確認について 
大会参加仮申込データの受付状況を大会ホームページ「県大会出場校」に掲載しますので、必ず確認して

ください。 

５ 出場登録者（監督・団体戦選手）の変更について  ＊資料５【出場登録者変更届】 
（１）変更する者１名ごとに本書を作成してください。 
（２）代表者会議日１３時１５分以降の団体戦選手の追加、個人戦選手の変更は認めません。 

（例：７名選手登録し、以後、更に１名選手を追加する。） 
（３）大会出場１日目の朝の開始式前までに「出場登録者変更届」を大会事務局に提出してください。以後 
  は受付はできません。 

６ 参加料の納入について ＊【大会要項】の１５に記載 

７ 会場への交通案内 ＊資料６【会場への交通案内】 

      

 

 

 

 

 

８ 駐車場について    ＊資料７【熊谷スポーツ文化公園 駐車場案内】 
（１）駐車場は、Ｐ３．５．６．７駐車場を中心に使用してください。 
（２）バスなどの大型車は、東第２多目的広場に駐車してください。 
（３）同日開催の他競技について 

７月２２日（火）ソフトテニス中学県大会（女子個人戦）  
その他なし ※７月２０日（日）～２２日（火）熊谷うちわ祭り 

９ 競技会場の入場について 朝、引率・監督者は生徒と共に入場し指導してください。 

日にち 

大会運営員 

受付 

（１Ｆ入口） 

競技役員 

準備担当校 

入場 

出場校（チーム） 

保護者引率者 

入場 

保護者・応援生徒 

入場 
その他（報道等） 

７月１４日（月） 

８：００ ８：０５ 

８：２５ 地区ごとに整列 

８：３０ 順番に入場 

８：４０ 

朝の整列順に入場 

随 時 

※その都度、行っ

てください。 

７月１５日（火） 
８：１５ 地区ごとに整列 

８：２０ 順番に入場 

８：３０ 

朝の整列順に入場 

７月２２日（火） 
８：２５ 地区ごとに整列 

８：３０ 順番に入場 

８：４０ 

朝の整列順に入場 

７月２３日（水） 
８：１５ 地区ごとに整列 

８：２０ 順番に入場 

８：３０ 

朝の整列順に入場 

＊資料８【大会会場入場可能者について】 
（１）整列について       ＊資料９【朝の入場について】 
（２）体育館への入場について  ＊資料１０【会場案内図】 
  ①参加チーム・保護者・応援等：入場時、１Ｆ出入口から２Ｆへ移動してください。 

退場時、２Ｆから１Ｆ出入口へ移動してください。 
  ②大会役員・競技役員等：１Ｆ出入口から入退場してください。 

 熊谷駅から会場まで 
乗用車 中型バス 大型バス 

予定 路線バス タクシー 
７月１４日（月） 名 台 台 台 台 
７月１５日（火） 名 台 台 台 台 
７月２２日（火） 名 台 台 台 台 
７月２３日（水） 名 台 台 台 台 

※路線バスに乗車できない場合は、タクシー利用の準備も想定してください。 
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（３）体育館内の履き物について 
１階の下足箱入れは使用できません。ジューズ袋を各自用意してください。 
・１階：室内用シューズを使用してください。 
・２階：室内用シューズを使用してください。 

１０ 競技会場内スペースの使用について ＊資料１０【会場案内図】 
＊資料１１【会場座席各地区割り振り図】（団体戦・個人戦） 
＊資料１２【会場を利用する皆さんへのお願い】 

（１）競技会場内のスペースを独占しての使用はできません。通路やロビー等での敷物・荷物等での場所取り 
はご遠慮ください。 

（２）各学校（チーム）は、地区ごとに指定された場所に、座ってください。保護者・応援生徒席は、保護者・
応援生徒席を使用してください。各地区の座席後方が空いている場合は、地区常任委員の指示により、
保護者・応援生徒の着席を可とします。生徒の座席を移動しての応援は不可とします。 

（３）荷物、貴重品の管理については、各自の責任で行ってください。大きい荷物がある場合、各地区座席後 
方通路に整頓して置き、通行に支障がないようにしてください。 

（４）けがの予防や処置等の施術を行うスペース（２階トレーナースペース）は、譲り合って利用してくださ 
い。 

１１ 競技フロア内への入場可能者について 
◆競技フロア内への入場は以下の者とし、各自で用意したＩＤカードをつけていないと入場することはでき
ません。 

 
＜学校（チーム）関係者＞ 出場登録選手、監督、外部指導者 
＜大会関係者＞ 来賓、大会役員、競技役員、審判員、視察員、業者、報道等 

 

１２ 参加チームの競技フロアへの入退場について ＊資料１０【会場案内図】 
（１）競技フロアへの入場時  西側階段・西側競技フロア入口を使用 
（２）競技フロアからの退場時  東側階段・東側競技フロア出口を使用 

１３ 諸会議及び開閉会式について 
（１）組合せについて 
   レフェリーもしくは、デピュティーレフェリーの指示の下埼玉県中学校体育連盟バドミントン専門部 

の組合せ申し合わせ事項（内規）により、組合せを行います。 
  ①個人戦組み合わせ担当者会議 令和７年７月５日（土）９時００分より 

越谷市立栄進中学校さくら学級１組 
    ②組合せ会議 令和７年７月８日（火）、スポーツ総合センター３０２研修室 

１３時１５分からの代表者会議終了後 
（２）代表者会議 令和７年７月８日（火）、スポーツ総合センター３０１．３０２研修室 

１３時１５分～ 参加申込書等提出、県大会参加費の徴収 
１３時４０分～ 団体戦組合せ抽選、大会確認事項伝達 

①県大会に出場する学校・チーム（団体戦、個人戦ＤＳ共に）の顧問・代表者等の１名はバドミントン
競技代表者会議に参加してください。但し、個人戦の参加者のみ出場の場合については代理者（常任
委員、専門部役員、当日参加する他の出場校（チーム）の代表者）の出席を認めます。代表者会議出
席は大会出場の条件です。代理者もなく代表者会議に出席のない学校（チーム）は、出場を認めませ
ん。 

    ②保護者引率の学校についても、必ず当該中学校の教員が出席してください。 
③学校規模が小さく複数人の出張が不可能で、複数の競技の代表者会議に出席しなければならない場合 
は、バドミントン県大会参加申込書を提出し他の競技の代表者会に出席した後、バドミントン会議会場 
に戻り地区常任委員から会議内容を確認してください。事前に地区常任委員と専門委員長歸山に連絡 
してください。 

④代表者会議資料に関する資料を７月７日（月）までに、埼玉県バドミントン協会中学の部（埼玉県中
学校体育連盟バドミントン専門部）のＨＰに掲載するので、ダウンロードし印刷して持参してくださ
い。 

（３）保護者引率者受付  
 日にち 種目 時間 場所 

① ７月２２日（火） 男女個人戦ダブルス 
練習開始時 

（９時２５分） 

１Ｆ 
役員室（控室２）監督会議会場 

総務部長：歸山まで 

② ７月２３日（水） 男女個人戦シングルス 
練習開始時 

（９時１５分） 

１Ｆ 
役員室（控室２）監督会議会場 

総務部長：歸山まで 
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（４）開始式 
 男子 女子 

日時 ７月１４日（月）９：００～ ７月１５日（火）８：５０～ 

内容 
各地区指定の観客席に着座 
優勝杯返還者・選手宣誓選手のみフロアへ 

①あいさつ 
熊谷市中学校体育連盟会長 
（熊谷市立大幡中学校長） 

山田 健司 様 

熊谷市中学校体育連盟会長 
（熊谷市立大幡中学校長） 

山田 健司 様 

②優勝杯返還 

＜前年度優勝＞ 
団体戦：埼玉栄中 
個人戦ダブルス：埼玉栄中 
個人戦シングルス：埼玉栄中 

＜前年度優勝＞ 
団体戦：埼玉栄中 
個人戦ダブルス：埼玉栄中 
個人戦シングルス：埼玉栄中 

＊該当校（チーム）は、大会当日、優勝杯をご持参ください。 

③選手宣誓 
Ｒ６年度新人・県総大会男子Ｓ 
優勝者 篠原 康輔（埼玉栄） 

Ｒ６年度新人・県総大会 女子Ｓ 
優勝者 中野 日麗（埼玉栄） 

④レフェリーより 藤松 津吉（県協会） 三浦 泰子（県協会） 
⑤諸注意 大澤 一之 大澤 一之 
（５）表彰式 

①各日、試合終了後、競技フロア（２コート付近）にて行います。 
②１～３位に入賞した団体戦チーム・個人戦選手が参列してください。 
③整列隊形 

男女団体戦 男女個人戦ダブルス 男女個人戦シングルス 
 
 
授与者４  ３  ２  １ 
                
   ３位 ３位 ２位 １位 
 
選手 １  １  １  １ 
   ２  ２  ２  ２ 
   ３  ３  ３  ３ 

・  ・  ・  ・ 
・  ・  ・  ・ 

 
 
授与者４  ３  ２  １ 
                
   ３位 ３位 ２位 １位 
男子 
選手 ○○ ○○ ○○ ○○ 
 
女子 
選手 ○○ ○○ ○○ ○○ 

 
 
授与者４  ３  ２  １ 
                
   ３位 ３位 ２位 １位 
男子 
選手 ○  ○  ○  ○ 
 
女子 
選手 ○  ○  ○  ○ 

 

１４ 応援等について 
   日本中学校体育連盟バドミントン競技部ホームページに掲載されている、『全国中学校バドミントン大会並

びに全日本中学生バドミントン選手権大会における【応援及び競技中の選手の声出し等】について』を確認し
てください。 
（１）応援に関しては、 

１．応援は、拍手（手拍子等リズムを取ることも含める）並びに声援とします。 
２．鳴り物の使用、足を踏み鳴らす行為等の応援は認めない。団扇を叩くのは不可とします。 
３．フリップについては、今大会は不可とします。 
４．応援用の横断幕や幟の設置については、会場の状況によります。 
５．会場の規模や状況、競技・大会運営に支障があると主催者側が判断した場合、制限を加えることがあ 
ります。 

（２）横断幕（応援旗）の設置に関しては、 
横断幕（応援旗）等は競技に支障をきたさない大きさのものを使用してください。競技に支障をきた 

すと判断される場合には、移動をお願いします。また、横断幕（応援旗）等は観覧席に掲示するものとし、 
貼り付ける場合にはひも等を使用してください。テープでの貼り付けはできません。 

１６ 練習について 
（１）外での練習 ラケットやシャトル等を使用した練習はできません。ジョギングコースに留意してくだ 

さい。 
  （２）公式練習（競技フロア内での練習） ＊資料１３【タイムテーブル】 
  （３）会場内で、ジョギングやラケットやシャトル等を使用した練習はできません。 

１６ 配布物について 
（１）朝の公式練習（競技フロア内での練習）終了後、プログラム表紙を本部（２コート前）に取りに来てく 

ださい。 
（２）団体戦 配布数（登録監督者数＋登録選手数） ＊選手代表者１名が取りに来てください。 
（３）個人戦 配布数（登録監督者数＋登録選手数） ＊団体戦や個人戦と重複していない場合に配布しま 

す。 
   ※団体戦・個人戦Ｄ・個人戦Ｓで重複して出場している場合は、一人１部のみです。 

テーブル テーブル テーブル 

http://chubad.jp/%E2%97%8E%E5%85%A8%E4%B8%AD%E3%83%BB%E5%85%A8%E6%97%A5%E4%B8%AD%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E3%80%90%E5%BF%9C%E6%8F%B4%E3%83%BB%E5%A3%B0%E5%87%BA%E3%81%97%E7%AD%89%E3%80%91%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%20R5.05.11.%E5%91%A8%E7%9F%A5%E7%89%88.pdf
http://chubad.jp/%E2%97%8E%E5%85%A8%E4%B8%AD%E3%83%BB%E5%85%A8%E6%97%A5%E4%B8%AD%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E3%80%90%E5%BF%9C%E6%8F%B4%E3%83%BB%E5%A3%B0%E5%87%BA%E3%81%97%E7%AD%89%E3%80%91%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%20R5.05.11.%E5%91%A8%E7%9F%A5%E7%89%88.pdf


- 11 - 

 

 

１７ 撮影について 
（１）フラッシュを使用した撮影はプレーの妨げになりますので、厳禁とします。試合中の撮影は、バッテ 

リーを使用した撮影のみ認めます。競技会場内の電源を使用することはできません。本大会で撮影した 
画像や映像を、無許可でＳＮＳ等に使用しないでください。 

  （２）競技中、競技フロアで撮影できるのは、競技役員と指定の写真業者のみです。 
（３）撮影業者による写真撮影について 

    ①撮影業者 （株）プロフォートサニー（埼玉県中学校体育連盟許可業者） 
    ②撮影日  ７月１４日（月）男子団体戦、７月１５日（火）女子団体戦 
    ③撮影対象 １）競技中を中心に ２）チーム集合写真（原則、該当校の競技終了後、撮影します。） 
    ④撮影担当者は、ＩＤとして埼玉県中学校体育連盟のビブスを着用します。 

⑤後日、撮影業者から各学校にサンプルが送付されます。 
＊撮影を希望しない場合は、７月１１日（金）までに、歸山携帯にメッセージ送信してください。 
（例）○○中（男女子）写真撮影不可  関根携帯：０８０－４１６３－８１１７ 

１８ 飲食について 
（１）指定された座席でお願いします。 
（２）食中毒の発生防止に向けて飲食物に注意させてください。 

１９ 環境への配慮について 
（１）ゴミ等は各校（チーム）で責任を持って持ち帰り処分してください。 
（２）生徒の自動販売機の使用は禁止とします。保護者の方が自動販売機を使用した場合は、空き容器はお 

持ち帰りください。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願い致します。（一昨年度の県大会の際に、 
体育館２階観客席裏側の自動販売機周辺にペットボトルの空き容器が散乱していることがありまし
た。） 

２０ インフルエンザ・コロナウイルス感染症等に関わる対応について 
（１）学校・チーム及び参加者個人の責任において、うがい・手洗い・マスクの着用・アルコール消毒など 

の予防に努めてください。 
（２）参加者及び引率者の責任において、健康観察記録等により参加選手等の健康観察を行い記録してくだ 

さい。 
（３）各種状況により大会の開催の有無の判断や開催の制限を行う場合は、ホームページで連絡します。 

２１ 緊急時対応について 
（１）各学校（チーム）の引率者・監督は、学校（自宅）から会場までの往復の経路間での事故や災害（地 

震・雷雨・竜巻等）など緊急時の連絡方法や避難場所、避難方法等の確認をしてください。 
（２）会場内の避難経路を確認してください。 ＊資料１０【会場案内図】 
（３）地震、火災発生時は、本部や体育館担当者の指示に従って行動してください。 
（４）事故等の問題発生や予見した場合は、直ちに本部へ報告してください。 
（５）競技会場での事故による応急処置はいたしますが、その後の責任は各参加者の負担となります。ま 

た、傷病発生の場合には、必ず大会本部まで届け出てください。 
＊資料１４【令和６年度 大会の競技役員補償について（県中体連）】 

（６）ＡＥＤは本部（救護）・体育館事務室横にあります。緊急時、躊躇せずに使用してください。 
＊資料１５【＜体育活動時等における事故対応テキスト～ASUKAモデル～＞より】 

２２ その他 
（１）不審者や盗撮防止にご協力ください。（担当者が巡回します） 
（２）貴重品は、各自で管理してください。盗難・紛失には責任を負いかねます。 
（３）忘れ物について、 
   ７月１４日（月）１５日（火）の忘れ物 

→本部で保管した後、１５日（火）撤収時に体育館事務室へ 
   ７月２２日（火）２３日（水）の忘れ物 

→本部で保管した後、２３日（水）撤収時に体育館事務室へ 
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競技・審判上の注意 

１ この大会は、令和７年度（公財）日本バドミントン協会競技規則および大会運営規程ならびに公認審判
員規程、埼玉県中学校体育大会実施要項、令和７年度埼玉県学校総合体育大会＜中学校の部＞バドミント
ン競技会実施要項、参加細則により行います。また、令和７年７月８日（火）開催の代表者会議の申し合
わせ事項に準拠し運営します。 

 
【使用用器具等】 
２ 使用用器具は令和７年度（公財）日本バドミントン協会検定・審査合格品とする。但し、使用シャ 
トルは下記の指定シャトルで第２種検定合格球以上とし、環境に合致したスピードのものを使 
用します。（３番を予定） 
（１）大会使用指定シャトル：ヨネックス、ゴーセン、メトロ、ミズノ、クンプー 

（＊ヨネックスは、エアロセンサ７００以上） 
（２）大会本部で用意するシャトルの銘柄と個数（予定） 

 男子 女子 
 

試合番号 メーカー 
シャト
ル数 

試合番号 メーカー 
シャト
ル数 

団体戦 

１ ～ ３３ ミズノ １ １ ～ ４０ クンプー １ 
Ｄ１：１個、Ｓ：１個、Ｄ２：１個 Ｄ１：１個、Ｓ：１個、Ｄ２：１個 
準決勝以降 ヨネックス すべて 準決勝以降 ヨネックス すべて 
関東大会 

第４代表決定戦 
ヨネックス すべて 

関東大会 
第４代表決定戦 

ヨネックス すべて 

個人戦 
ダブルス 

１ ～ ６２ ミズノ ２ １ ～ ６９ ヨネックス ２ 
準々決勝以降 ヨネックス すべて 準々決勝以降 ヨネックス すべて 

個人戦 
シングルス 

１ ～ ６８ ヨネックス ２ 
１ ～ ６９ ミズノ ２ 
７０ ～ ７７ ヨネックス ２ 

準々決勝以降 ヨネックス すべて 準々決勝以降 ヨネックス すべて 
（３）本部から出されたシャトルをすべて使用したときは、交互に持ち寄った指定シャトルを使用 

してください。 
（４）本部から出された指定シャトルを使用したくない場合は、双方の合意があれば他の指定シャ 

トルを持ち寄って使用することができます。 
 
３ プレーヤーは、マッチ中、ステンシルマーク入りのラケットの使用はできません。 

 
４ 審判員は、参加選手並びに各地区の分担にて配置します。サービスジャッジは、原則、配置しませ
ん。線審は２人編成で配置をお願いします。 
 

５ サービス高の測定は、ネットの支柱の印（１１５ｃｍ）を使用してください。 
 
６ 競技用ウェアは、(公財）日本バドミントン協会審査合格品とします。上衣背面中央部には、縦２０ 
ｃｍ、横３０ｃｍの範囲内に校（地域クラブチーム）名の表示してください。その際に、競技用ウェア
上衣背面にロゴや規定外の文字を直接プリントしている場合は、ゼッケンを用い、四隅を留めてそれを 
見えないようにしてください。また、表彰・入退場・あいさつの際には、上衣の裾は下衣の中に入れて 
ください。 ＊資料１【プレーヤーの服装について】 

 
７ 上衣の背面中央に必ず中学校（地域クラブチーム）名を明記してください。ゼッケンを使用する場
合、白の布地で縦２０ｃｍ、横３０ｃｍの大きさを基準とします。（ゼッケンの場合の文字の色は、黒色
または濃紺色とします。）文字列、背番号は視認性の高い文字（楷書体・明朝体またはゴシック体のよう
な文字、数字（算用数字）を使用し、文字、数字の色は上衣背面の文字列、背番号表示部分の色と明確
に区別できる色とします。 
※アルファベットを用いる場合は、大文字を使用することを推奨します。 
①中学校 
＜正式名称＞ ○○市立△△中学校 
＜ゼッケン・プログラム対戦表用名称＞ △△中           ※県内に△△中が複数ある場合は、○○を入れてください。 
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※関東・全国大会出場の際のゼッケン仕様も可とします。              ※姓の代わりに「埼玉」の記名も可とします。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②地域クラブチーム 
＜正式名称＞ ○○○ジュニアバドミントンクラブ 
＜ゼッケン・プログラム対戦表用名称＞  △△△ JR. 
※アルファベットを用いる場合は、大文字・小文字ともに可とします。 
「大会運営規程 第 24条（1）④の改訂について」（令和６年８月１３日、公益財団法人日本バドミントン協会） 

                             ※関東・全国大会出場の際のゼッケン仕様も可とします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 防汗や整髪のために、ハチマキの使用は認めますが、体裁良く結んでください。インナーについては 
露出する場合は、審査合格品とします。 

 
９ 競技エリア内では、監督・外部指導者は作成したＩＤカードを必ず携出してください。出場登録選手 
や生徒審判員は、上衣にプリントされた学校名の背面表示、あるいはジャージ等をＩＤカードの代替と 
することを認めます。 

 
１０ ベンチまたはコーチ席に入る時の服装（監督）は、公認審判員規程第５条第１２項（８）に従い、マ

ッチにふさわしい服装で臨んでください。例えば、チームユニフォーム（Ｔシャツの場合、チーム名の
表記があること）、シャツ、ポロシャツ、ブラウス、長ズボンまたはスカートとし、ジーンズやビーチサ
ンダル、バミューダ、ショーツ（七分丈パンツを含む）、スリッパ、サンダルは禁止とします。その適否
判断は大会レフェリーに委ねるものとします。また、コーチ席に座る者全てにこの規定は適用されま
す。 ＊資料２【コーチの服装について】 

  ※指定された関東大会記念Ｔシャツは可とします。 
※今大会は、生徒の短パン（ハーフパンツ、七分丈パンツを含む）でのコーチ席への着席を可としま 
す。 

 
【競技場への入場可能者】 【参加細則】の資料８に記載 
１１ 監督について 
（１）中学校：当該校の校長・教員（教頭を含む）・部活動指導員・外部指導者とします。引率を兼ねない 

外部指導者は、原則、当該校の校長・教員（教頭を含む）・部活動指導員と同席してくださ 
い。 

（２）地域クラブ：当該チームの代表者・事務担当者（管理者）・指導者とします。 
（３）ＩＤカードを必ず身につけてください。 

１２ 団体戦について 
（１）団体戦でベンチ入りができるのは、参加申込書に記載された監督のうち３名まで、選手５～８名の 

みとします。登録の際に、監督になる可能性のある者すべてを記入してください。 
（２）団体戦の選手の追加は認めません。 
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＜団体戦チーム＞ 登録可能者  監督３名、選手５～８名（同一校・チーム） 
        引率者・監督 選手 その他 

学校 

下記の中から３名 
出場校の 
①校長 
②教員（教頭を含む） 
③部活動指導員 
④外部指導者 

５～８名 ＊引率を兼ねない外部指導者は、原則、当該校
の校長・教員（教頭を含む）・部活動指導員
と同席してください。 

地域クラブ活動 
（登録済みの所
属員あること） 

下記の中から３名 
①代表者 
②事務担当者（管理者） 
③指導者 

５～８名  

※部活動指導員が参加する場合は、「部活動指導員確認書（校長承認書）」に必要事項を記入し、代表者 
会議１週間前までに埼玉県中学校体育連盟事務局宛にＦＡＸ送信してください（０４８－８２２－０ 
２８１）。 

※外部指導者が引率・監督を務める場合は、所定の「外部指導者確認書（校長承認書）」に必要事項を記 
入し、代表者会議１週間前までに埼玉県中学校体育連盟事務局宛にＦＡＸ送信してください（０４８ 
－８２２－０２８１）。 

１３ コーチ席について 
（１）コーチ席は各コート両サイド２席ずつ用意します。 
（２）コーチ席はチェンジエンズごとに入れ替わってください。（団体戦登録選手位置はそのまま） 
（３）コーチ席には、原則、監督が優先して着座してください。 
 
＜コーチ席着席可能者＞ 

 団体戦 個人戦 

学校 

監督・団体戦登録選手の中から２名まで 
＊引率を兼ねない外部指導者は必ず監督
と同席してください。外部指導者のみは
認めません。但し、２コート以上で試合
を行っている場合を除きます。 

登録監督・当該校生徒（登録選手・審判生
徒：男女問わず）の中から２名まで 
＊保護者引率校：選手と同一校の他の個人
戦登録選手（保護者引率校の引率保護者
は、埼玉県中体連の規定により、コーチ
席へは着席できません。） 

地域クラブ活動 
（登録済みの所
属員あること） 

監督・団体戦登録選手の中から２名まで 登録監督・当該校生徒（登録選手・審判生
徒：男女問わず）の中から２名まで 

備考 

２コート以上で試合を行っている場合
は、それぞれのコートのコーチ席に２名
までベンチ入りしている者が入ることが
できます。 

 

 
【試合進行】 ＊資料３【練習及び競技中の注意点・審判員の仕事】 
       ＊資料４【県大会の主審線審の仕事について】 
       ＊資料５【コート設置図】 
※資料３～５を参考にし、日々の練習・練習試合・地区大会等において周知・推奨をお願いします。 

 （コートへの入場・整列・あいさつ、マッチ開始前のトスの位置、主審のコール、線審・得点業務等） 
 
１４ 団体戦のマッチ順序は、Ｄ１→Ｓ→Ｄ２の順に行い、２マッチ先取で打ち切りとします。２マッチ先取

で打ち切りとし、その後のマッチは行いません。マッチの進行状況により、最初から２、３コート並行で
実施することがあります。 

 
１５ 放送の指示に従って本部（進行）にオーダー用紙を提出してください。 
  ※オーダーは、対戦相手に迷惑をかけないように速やかに提出してください。 
 
１６ タイムテーブルに基づいてマッチを進行します。進行状況により予定されたマッチの開始時刻やコー

トを変更することがありますので放送に注意してください。 
 （１）団体戦 １～３回戦→２コートに流し込みでマッチを入れていきます。 

１コート空いた時点で次のマッチを入れます。 
３コートでマッチを展開することもあります。 

        準々決勝戦以降→指定された３コートでマッチを行います。 
 （２）個人戦 １～４回戦→流し込みでマッチを入れていきます。 

準々決勝戦以降→指定されたコートでマッチを行います。 
  ※午前中コートを固定してマッチを入れると、コートによって試合進行に差が出る可能性が高いために、

流し込みで入れていきます。監督の方は、下記を参考にしながら試合の進行状況に注視してください。 
   ・『埼玉県中学校バドミントン専門部』ＨＰに速報を掲載します。 
 
１７ 個人戦の順位決定戦については、ダブルス・シングルス共に、その都度、マッチへの参加の有無を確認

します。 
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１８ 選手招集所は設置しません。放送によるマッチのコールを合図にコートに入場します。会場の下り階段

を使用して２Ｆから１Ｆへ下り、指定された入場口から入場してください。主審がドレスチェックを行い
ます。マッチ終了後は退場口から退場し、会場の上り階段を使用して１Ｆから２Ｆへ移動してください。 

 
１９ マッチが連続する場合は、次のマッチまでに少なくとも１０分間の間隔を取ります。 
 
２０ 団体戦の入場及びベンチは主審に向かって右側を若番（トーナメント表の学校番号の小さい番号）、左

側を遅番（トーナメント表の学校番号の大きい番号）とします。個人戦の入場についても、団体戦と同様
とします。 

 
２１ 全参加校（チーム）が予定時に安全な帰着困難が予想される場合（災害、交通状況等によって）は、新

たにタイムテーブルを組み直したり、スコアリングシステムを変更して運営します。中止を決定すること
もあります。 

 
【会場内での公式練習】 
２２ 朝の練習相手については次の通りとします。 
 （１）団体戦（５分）･････････････チーム内 
 （２）個人戦ダブルス（５分）･････パートナー 
 （３）個人戦シングルス（７分）･･･タイムテーブルで指定した選手同士 
 （４）シャトルは各校（チーム）で用意してください。 
 
２３ マッチ前の練習はありません。 
 
【入場時の携行品】 
２４ 競技フロアに持って行くものは、交換用ラケット（ケースから出しておく）、着替え用競技用ウェア、

タオル、スクイズボトルや水筒等（ペットボトル可）のドリンク、コールドスプレー類、滑り止め剤まで
とし、各自のバッグ等に収容してください。救急セット、その他のものはベンチまたはコーチ席に置いて
ください。 
（２４も参照） 

 
【主審の許可】 
２５ 水分補給、汗ふき、靴ひもの直し、滑り止めの使用、ストリングス（ガット）を切ることについては下

記の点に留意し、必ず主審の許可を得てから行ってください。マッチを中断しないように心掛けてくださ
い。ただし、ゲーム中、プレーを不当に中断しない範囲であれば、素早いタオルの使用を認めます。 

 （１）水分補給の際はスクイズボトル・スクイズボトルキャリー・真空断熱スポーツボトル・水筒等（ペッ
トボトル可）を使用してください。コートサイドにはかごやドリンクケースは設置しませんので、バッ
グ等を持参し、コートサイドに置き、ドリンクも各自のバッグに収容してください。 

 （２）氷嚢の使用はインターバルのときのみ認めます。また、フロア内への大きなクーラーボックスの持ち
込みは禁止としますが、ベンチまたはコーチ席の下に入るような小さいソフトケースのものは持ち込み
を可とします。ただし、ベンチまたはコーチ席の下に置き、フロアを濡らすことのないように十分注意
してください。 

 （３）団扇については、インターバル時のみ使用を認めます。ただし、叩くなどの音を出す行為は、いかな
る場合でも禁止とします。 

 （４）シューズの滑り止め（シューダスターボードなど）の使用はインターバルのときのみ認めます（主審
の許可は不要です）。プレー中はコートサイドに置いたままにせず、コーチ席に置いてください。 

 （５）ラケット交換時にストリングス（ガット）を切ることについては、プレーが不当に中断しない範囲で、
素早く切ることができる場合に限り認められます。 

 
【スコアリングシステム】 
２６ スコアリングは下記とします。 
（１）個人戦２回戦まで １５点、３ゲームのラリーポイント制 

①１５点を先取したサイドがそのゲームの勝者となり、２ゲーム先取した方が勝ちとなります。 
②スコアが１４点オールになった場合には、その後２点差の得点をしたサイドがそのゲームの勝者とな 
ります。 

③スコアが２０点オールになった場合には、２１点目を得点したサイドがそのゲームの勝者となりま 
す。 

（２）団体戦と（１）の試合以降 ２１点、３ゲームのラリーポイント制 
①２１点を先取したサイドがそのゲームの勝者となり、２ゲーム先取した方が勝ちとなります。 
②スコアが２０点オールになった場合には、その後２点差の得点をしたサイドがそのゲームの勝者とな 
る。 

③スコアが２９点オールになった場合には、３０点目を得点したサイドがそのゲームの勝者となりま 
す。 

 
【サービス】 
２７ サービス時、サーバーのラケットで打たれる瞬間に、シャトル全体が必ずコート面から１.１５ｍ以下

とします。 
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２８ サーバーはスピン（回転）を加えずにシャトルを放し、ラケットで最初にシャトルの台を打つものとし
ます。 

 
 
【インターバル】 
２９ 各ゲームとも１１点になったとき時、６０秒を超えないインターバル（１５点ゲームの場合は８点とな

った時に）、１ゲームと２ゲームの間、２ゲームと３ゲームの間に１２０秒を超えないインターバルを認
めます。また、インターバルを除き、マッチ中、主審の許可なしにコートを離れてはなりません。 
 

【アドバイス】 
３０ シャトルがインプレーでない場合で、プレーヤーがサービスとレシーブのために位置につくまでの間

に限り、プレーヤーはマッチ中のアドバイスを受けることができます。プレーの遅延行為とならないよう、
十分に注意してください。プレーヤーはインターバルを除き、マッチ中、主審の許可なしにコートを離れ
てはなりません。コーチ席に座る者はインプレーでなくなった場合のみ移動できます。 

 
３１ インターバル中に、コートでアドバイスできるのは２人までとします。プレーヤーがエンドを変えた後 
  にアドバイスをし、主審の「…２０秒」のコールでコートから離れなければなりません。（所定の席につ 

いてください。） 
 
３２ コートサイドで、コーチはマッチ中、相手側のプレーヤー、コーチ、チーム役員、または担当の審判員 

と、どのような方法でも連絡（情報交換）を取り合うことはできません。 
 
【抗議・異議、質問】 
３３ 審判の判定に「抗議」や「異議」を唱えることは一切認められません。審判員の判定に対して疑問があ 
  る場合には、次のサービスがなされる前に、またはエンドを変えマッチ終わりであれば訴えるサイドがコ

ートを離れる前に、個人戦ではプレーヤーが、団体戦では当該プレーヤーと監督に限り「質問」をするこ
とができます。 

 
【注意・警告・フォルト・失格】 
３４ 以下の違反をしたサイドに主審は警告をします。一度警告を受けた後、再び違反した場合は、そのサイ 
  ドをフォルトとします。目に余る振舞い、執拗な違反には、その違反したサイドをフォルトにします。一 

つのサイドによる警告後の同種の違反行為によるフォルトは執拗な違反とみなされます。 
 （１）体力や息切れを回復するためのプレーの遅延 
 （２）アドバイスを受けることによるプレーの遅延 
 （３）インプレー中にアドバイスを受ける違反 
 （４）プレーを故意に遅らせたり中断したりする行為 
 （５）審判員や観客に対しての横柄な振る舞い、下品で無礼な態度、言動 
 （６）ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩くこと 
  （７）耳障りな掛け声や叫び声を発すること 
 （８）競技規則を越えた不品行または不快な行動 
 
【会場ルール】 
３５ 会場内の施設にシャトルが触れた場合はフォルトとします。（会場ルール） 
 
【怪我・事故】 
３６ マッチ中に怪我や事故が生じた場合は、主審の判断により、マッチを中断することがあります。必要に

応じてレフェリーを呼び、その判断に従います。レフェリーの判断なく、レフェリー以外の者がプレーヤ
ーに近寄ることはできません。 

 
３７ 試合中の怪我等の応急処置は主催者で行いますが、その後の処置は各自の責任とします。 
 
【棄権】 
３８ 棄権について  
（１）当該プレーヤーか監督がレフェリーに申し出てください。 
（２）対戦前に対戦相手が棄権となった場合、勝者は選手招集のアナウンス後に、大会本部で勝者サインを

してください。 
（３）団体戦のマッチを棄権した場合、それ以降の団体戦や個人戦への出場はレフェリー判断とします。 
（４）団体戦ではプレーヤーおよび監督、個人戦ではプレーヤーがマッチの開始時にコートへの放送呼び 

出しに応じず、５分以上経過した場合、不戦勝として棄権の措置をとることがあります。その判断はレ
フェリーが行います。 

 
【禁止行為】 
３９ 競技者およびコートサイドにいる者は、試合中における電子通信機器(携帯電話、スマートフォン、タ

ブレット端末等)の使用を禁止します。コートに持ち込む際は必ず電源を切るかマナーモードにしておい
てください。 

 
４０ 競技エリア内での撮影は禁止します。（取材・写真販売業者等、あらかじめ許可を得ている者を除きま

す。） 
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ホームページ https://www.parks.or.jp/kumagaya/guide/000/000805.html 

＜会場案内＞ 

 
【会場へのアクセス】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【車でお越しの方】 
○国道 17号熊谷バイパス「肥塚」交差点 
または「熊谷スポーツ文化公園入口」交差点から約 700ⅿ 

○関越自動車道東松山 I.Cから熊谷・東松山道路を熊谷方面へ約 18㎞ 
○関越自動車道花園 I.Cから国道 140号線を熊谷方面へ約 16㎞ 
○東北自動車道羽生 I.Cから国道 125号線を熊谷方面へ約 20㎞ 

 
【駅からタクシーでお越しの方】 総距離約 4.4km 約 2,000円 
＜熊谷市のタクシー会社＞ 
・籠原タクシー有限会社-配車室   TEL：0120632250 埼玉県熊谷市久保島 682-1 
・中央タクシー株式会社-配車室   TEL：0120221612 埼玉県熊谷市戸出 514 
・熊谷構内タクシー株式会社-配車室 TEL：0120660607 埼玉県熊谷市大字小島 241-1 
・七福タクシー有限会社-配車室   TEL：0120541729 埼玉県熊谷市弥藤吾 183 

 
【駅からバスでお越しの方】 

熊谷駅（北口）より路線バスをご利用ください。 
また、ご利用になる施設により最寄りのバス停が 
異なりますのでご注意ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際十王交通 

バス時刻表 
（外部リンク） 
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令和 7年度 埼玉県学校総合体育大会大会＜中学校の部＞ 

バドミントン競技会 

朝の入場について（含む雨天時） 
 

 

 

 

 

【日  程】 １日目 ７月１４日（月）男子団体戦 

２日目 ７月１５日（火）女子団体戦 

３日目 ７月２２日（火）男女個人戦ダブルス 

４日目 ７月２３日（水）男女個人戦シングルス 

 

【朝の流れ】 ＊ウォーミングアップ可（ラケットを使用した素振り・シャトル打ちは不可 

            ジョギングコースに注意してください） 

＜大会運営員受付＞  ８：００ １Ｆ会場入口付近 

＜会場準備校入場＞  ８：０５ １Ｆ会場入口から 

＜地区ごとに整列＞  ８：２５（８：１５）１Ｆ会場入口付近 

＜チームごとに入場＞ ８：３０（８：２０） 入場担当者の指示に従って、距離を 

保ちながら地区ごとに順番に入場する。 

＜観戦保護者入場＞  ８：４０（８：３０）１Ｆ会場入口から 

※（   ）内は、１５日（火）・２３日（水） 

【整列隊形】 ～８：２５（８：１５） １Ｆ会場入口付近 

くまがやドーム体育館 
体育館用シューズ 

に履き替える 

◇ ◇ ◇ ◇ 
観戦保護者

先頭 
１Ｆ出入口 

＊観戦保護者・応援生徒は、体育館に沿って整列する。 

 

◎監督（保護者引率校は保護者引率者）、 

□コーチ等、◯選手、の順番で整列する。 

※前後左右の間隔を適度に空ける。 

※大里地区から入場する。 

※大会出場チーム・選手（地区ごと）が全員

入場した後に、観戦保護者が入場する。 

※保護者・応援生徒は、朝、整列した順に入

場する。 
 

 

◎□◯◯・・・ 

◎□◯◯ ◎□◯◯ 

会場準備校 会場準備校 

大里 川口 

児玉 秩父 

比企 さいたま 

北埼玉 入間 

上尾 越谷八潮 

葛北 北足立 

朝霞 県南 

葛南 地域クラブ活動 
 

 

 

 

※地区ごとに、各学校（チーム）の監督（保護者引率校は保護者引率者）が整列指導を行

う。ジョギングコース、点字ブロックに注意してください。 



【参加細則】資料９ 
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１F出入口 

入場時 

退場時 

会場 
準備校 

 

大里 
 

児玉 

 
比企 

 

北埼玉 
 

上尾 

 
葛北 

 

朝霞 
 

葛南 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

会場 
準備校 

 

川口 
 

秩父 

 
さい 
たま 

 
入間 

 

越谷 
八潮 

 

北足立 
 

県南 

 
地域 
クラブ 

 
 
 

 
 
 

 

入場担当 

搬出入通路には 
立ち入らないでください。 

ジョギングコースには立ち入らないでください。 

チーム関係者は 
２Fへ 

競技役員（主審含むは
１Fへ 

１Fへ 

くまがや 
ドーム 

管理事務室 

P 

駐車場道路 

搬出入通路 

点字ブロックの付近 １m以内には
立ち入らないでください。 

ジョギングコース 

<朝の集合・整列・入場時の注意点> 



【参加細則】資料１０ 
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＜会場案内図＞ 

【２Ｆ】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１Ｆ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

     避難口 

退
場
時
は
、
２
Ｆ
か
ら
１
Ｆ
出
入
口
へ
移
動 

（
参
加
チ
ー
ム
・
保
護
者
・
応
援
等
） 

 ⬅️  ⬅️  ⬅️  ⬅️   
 

１６ 
 

１５ 
 

６ 
 

５   
      
         

進
行 ⬇️ １７ 

 
１４ 

 
７  ４   

 ⬆️          
 

１８ １３ ８ ３ 
入
場
口 ⬅️ 

   
⬅️            

退
場 
口 

１９ 
 

１２ 
 

９ 
 

２ ⬇️ 

本
部 
・ 
受
付 
・
救
護 

   
        

⬆️ ２０ １１ １０ １     
 ⬅️  ⬅️  ⬅️  ⬅️  

入
場
時
、
１
Ｆ
出
入
口
か
ら
２
Ｆ
へ
移
動 

（
参
加
チ
ー
ム
・
保
護
者
・
応
援
等
） 

救護室 役員室 

★：トイレ 

AED 

１
Ｆ
出
入
口
か
ら
入
退
場
（
大
会
役
員
・
競
技
役
員
等
） 

 

□ 

写真撮影スペース 

● 

トレーナースペース 

ドーム 
事務室 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

★ 

倉庫 

そ

う

こ 

倉庫 

そ

う

こ 

倉庫 

そ

う

こ 

倉

庫 

１Ｆ 
出入口 

＊２Ｆへは下履きのま
ま入場できません。

体育館用シューズに
履き替えてくださ
い。 

シューズケースを用
意してください。 

 

階段 
（１Ｆ←→２Ｆ） 

階段 
（１Ｆ←→２Ｆ） 

階段 
（２Ｆ←→１Ｆ） 

階段 

（２Ｆ←→１Ｆ） 

＊１．２Ｆへは下履きのまま入場できません。 
体育館用シューズに履き替えてください。 
シューズケースを用意してください。 

※生徒の自動販売機の使用は禁止とします。保護者の方が自動販売機を使用

した場合は、空き容器はお持ち帰りください。ご不便をおかけしますが、
ご協力をお願い致します。（過去の県大会の際に、体育館２階観客席裏側
の自動販売機周辺にペットボトルの空き容器が散乱していることがありま

した。）。 

※引率者、保護者引率者は必ず会場にいて生徒の動向を確認してください。 

※退出時、各校・チームの引率者・監督は使用座席エリアの最終確認をして
ください。 

※ゴミ等は各校（チーム）で責任を持って持ち帰り処分してください。 

※盗難が発生しているので、お金やラケットなどの貴重品は各自で保管し、
被害にあわないように注意してください。 

※不審者には十分注意してください。不審者を見かけたらすぐに本部又は施 

設の職員に連絡してください。 

AED 



【
参
加
細
則
】
資
料
１
１
①

 

 

県
南
 
団
体
（
男
１
・
女
３
）
 

比
企
 
団
体
（
男
１
・
女
１
）
 

北
足
 
団
体
（
男
２
・
女
２
）
 

越
八
 
団
体
（
男
４
・
女
４
）
 

上
尾
 
団
体
（
男
１
・
女
２
）
 

入
間
 
団
体
（
男
１
・
女
２
）
 

児
玉
 
団
体
（
男
１
・
女
１
）
 

 北
埼
 
団
体
（
男
２
・
女
３
）
 

さ
い
 
団
体
（
男
７
・
女
８
）
 

秩
父
 
団
体
（
男
１
・
女
１
）
 

川
口
 
団
体
（
男
３
・
女
２
）
 

葛
南
 
団
体
（
男
４
・
女
５
）
 朝
霞
 
団
体
（
男
２
・
女
２
）
 

葛
北
 
団
体
（
男
４
・
女
４
）
 

団
体
戦
：
第
１
シ
ー
ド
 

団
体
戦
：
第
２
シ
ー
ド
 

団
体
戦
：
第
３
シ
ー
ド
 

団
体
戦
：
第
４
シ
ー
ド
 

①
使
用
座
席
の
割
り
振
り
は
、
地
区
で
相
談
し
て
決
定
す
る
。
 

②
団
体
戦
は
、
１
チ
ー
ム
で
２
列
、
使
用
で
き
ま
す
。
 

③
各
地
区
の
座
席
後
方
が
空
い
て
い
る
場
合
は
、
地
区
常
任
委
員
の
指

示
に
よ
り
、
保
護
者
・
応
援
生
徒
の
着
席
を
可
と
し
ま
す
。
 

 
 

  

 
 

  

 

①
保
護
者
・
応
援
生
徒
席
は
地
区
ご
と
の
割
り
振
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
の
整
列
順
に
入
場
・
着
席
が
で
き
ま
す
。
 

保
護
者
席
・
応
援
生
徒
席
 

大
里
 
団
体
（
男
１
・
女
１
）
 

 

  

    

  

    

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
 
団
体
（
男
１
・
女
１
）
 

                          

会
場
座
席
各
地
区
割
り
振
り
図
 

（
く
ま
が
や
ド
ー
ム
２
階
）
 

７
月
１
４
日
（
月
）
男
子
団
体
戦
 

 
 
 
１
５
月
（
火
）
女
子
団
体
戦
 

撮 影 優 先 エ リ ア 

 
 

 

 

 

撮 影 優 先 エ リ ア 

 
 

 

 

 

保
護
者
・
応
援
生
徒
席
 

  

保
護
者
・
応
援
生
徒
席
 

   

保
護
者
・
 

応
援
生
徒
席
 

    

保
護
者
・
 

応
援
生
徒
席
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【
参
加
細
則
】
資
料
１
１
②

 

 

県
南
 
個
人
（
男
３
・
女
５
）
 

比
企
 
個
人
（
男
２
・
女
３
）
 

北
足
 
個
人
（
男
３
・
女
４
）
 

越
八
 
個
人
（
男
７
・
女
７
）
 

上
尾
 
個
人
（
男
３
・
女
３
）
 

入
間
 
個
人
（
男
３
・
女
３
）
 

大
里
 
個
人
（
男
２
・
女
３
）
 

 北
埼
 
個
人
（
男
４
・
女
４
）
 

さ
い
 
個
人
（
男
１
４
・
女
１
６
）
 

秩
父
 
個
人
（
男
２
・
女
２
）
 

川
口
 
個
人
（
男
５
・
女
３
）
 

葛
南
 
個
人
（
男
８
・
女
７
）
 朝
霞
 
個
人
（
男
３
・
女
３
）
 

葛
北
 
個
人
（
男
７
・
女
６
）
 

①
使
用
座
席
の
割
り
振
り
は
、
地
区
で
相
談
し
て
決
定
す
る
。
 

②
個
人
戦
は
、
１
組
（
名
）
で
１
／
２
列
使
用
で
き
ま
す
。
 

③
各
地
区
の
座
席
後
方
が
空
い
て
い
る
場
合
は
、
地
区
常
任
委
員
の
指

示
に
よ
り
、
保
護
者
・
応
援
生
徒
の
着
席
を
可
と
し
ま
す
。
 

 
 

  

 
 

  

 

①
保
護
者
・
応
援
生
徒
席
は
地
区
ご
と
の
割
り
振
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
の
整
列
順
に
入
場
・
着
席
が
で
き
ま
す
。
 

 
 

    

 
 

    

児
玉
 
個
人
（
男
２
・
女
３
）
 

 

保
護
者
・
応
援
生
徒
席
 

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
 
個
人
（
男
４
・
女
７
）
 

                          

会
場
座
席
各
地
区
割
り
振
り
図
 

（
く
ま
が
や
ド
ー
ム
２
階
）
 

７
月
２
２
日
（
火
）
男
女
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
 

 
 
２
３
日
（
水
）
男
女
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
 

撮 影 優 先 エ リ ア 

 
 

 

 

 

撮 影 優 先 エ リ ア 

 
 

 

 

 
保
護
者
・
 

応
援
生
徒
席
 

    

保
護
者
・
 

応
援
生
徒
席
 

    

保
護
者
・
応
援
生
徒
席
 

   

保
護
者
・
応
援
生
徒
席
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【
参
加
細
則
】
資
料
８

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
大
会
会
場
入
場
可
能
者
】
に
つ
い
て
 

 
 
 
 
 
 
 
 
令
和
７
年
７
月
８
日
 
 

大
会
名

 
令
和
７
年
度
 
埼
玉
県
学
校
総
合
体
育
大
会
＜
中
学
校
の
部
＞
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会
 

日
に
ち
・
種
目

 
７
月
１
４
日
（
月
）
 

男
子
団
体
戦
 

７
月
１
５
日
（
火
）
 

女
子
団
体
戦
 

７
月
２
２
日
（
火
）
 

男
女
個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
 

７
月
２
３
日
（
水
）
 

男
女
個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
 

７
月
２
５
日
（
金
）
 

団
体
戦
順
位
決
定
戦
 

会
場
名

 
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
体
育
館
 

八
潮
市
立
大
原
中
学
校
 

入
場
制
限

 

①
中

学
校
：
登
録
し
た
選
手
・
監
督
（
校
長
・
教
員
（
教
頭
を
含
む
）・

部
活
動
指
導
員
・
外
部
指
導
者
※
１
）、

審
判
生
徒
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
※
２
：
登
録
し
た
選
手
・
監
督
（
県
中
体
連
に
登
録
済
み
の
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）、

審
判
ク
ラ
ブ
中
学
生
 

③
保

護
者

引
率

校
：
登
録
し
た
個
人
戦
選
手
・
保
護
者
引
率
者
 

④
 

 
 ①

②
③
共
通
：
観
戦
保
護
者
、
中
学
校
（
地
域
ク
ラ
ブ
）
関
係
者
 

⑤
そ

の
他
：
大
会
運
営
員
、
写
真
撮
影
業
者
等
専
門
部
か
ら
許
可
を
得
た
者
 

※
１
：
外
部
指
導
者
は
、
大
会
全
日
程
を
通
し
て
男
女
別
１
名
の
み
。
複
数
登
録
は
で
き
な
い
。
 

※
２
：
地
域
ク
ラ
ブ
と
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
を
指
す
。

 
観
客
席

 
２
Ｆ
観
客
席
使
用
１
２
５
０
名
ま
で
（
選
手
席
と
保
護
者
席
を
区
別
す
る
）

 

★
朝
の
入
場
時
 

①
『
Ｉ
Ｄ
』（
Ｄ
Ｌ
）
カ
ー
ド
を
吊
り
下
げ
名
札
に
入
れ
て
、
常
に
身
に
付
け
て
明
示
す
る
。
選
手
は
背
面
表
示
を
Ｉ
Ｄ
と
す
る
。【

全
員
】

 
②
会
場
準
備
校
（
ク
ラ
ブ
）
→
大
会
出
場
チ
ー
ム
・
選
手
（
地
区
ご
と
）
→
観
戦
保
護
者
・
応
援
生
徒
 
の
順
で
入
場
す
る
。

 
★
会
場
へ
の
 

入
場
可
能
者
 

団
体
戦
（
Ｉ
Ｄ
着
用
）
 

①
中

学
校
：
団
体
戦
登
録
選
手
８
名
ま
で
、
審
判
生
徒
８
名
ま
で
、
登
録
監
督
（
校
長
・
教
員
（
教
頭
を
含
む
）・

部
活
動
指
導
員
・
外
部
指
導
者
）
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
：
団
体
線
登
録
選
手
８
名
ま
で
、
審
判
ク
ラ
ブ
中
学
生
８
名
ま
で
、
登
録
監
督
（
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）
 

③
 
  
①
②
共
通
：
観
戦
保
護
者
、
中
学
校
（
地
域
ク
ラ
ブ
）
関
係
者
 

④
そ

の
他
：
大
会
運
営
員
、
写
真
撮
影
業
者
等
専
門
部
か
ら
許
可
を
得
た
者
 

個
人
戦
（
Ｉ
Ｄ
着
用
）
 

①
中

学
校
：
個
人
戦
登
録
選
手
・
審
判
生
徒
（
出
場
選
手
数
ま
で
）、

登
録
監
督
（
校
長
、
教
員
（
教
頭
を
含
む
）、

部
活
動
指
導
員
、
外
部
指
導
者
）
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
：
個
人
戦
登
録
選
手
・
審
判
ク
ラ
ブ
中
学
生
（
出
場
選
手
数
ま
で
）、

登
録
監
督
（
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）
 

③
保
護
者
引
率
校
：
個
人
戦
登
録
選
手
・
保
護
者
引
率
者
 

④
 
①
②
③
共
通
：
観
戦
保
護
者
、
中
学
校
（
地
域
ク
ラ
ブ
）
関
係
者
 

⑤
そ

の
他
：
大
会
運
営
員
、
そ
の
他
（
写
真
撮
影
業
者
等
専
門
部
か
ら
許
可
を
得
た
者
）
 

★
１
Ｆ
競
技
場
 

（
エ
リ
ア
）
へ
の

入
場
可
能
者
 

団
体
戦
（
Ｉ
Ｄ
着
用
）
 

①
中

学
校
：
団
体
戦
登
録
選
手
８
名
ま
で
、
審
判
生
徒
（
審
判
時
の
み
）、

登
録
監
督
（
校
長
・
教
員
・
部
活
動
指
導
員
・
外
部
指
導
者
）
の
中
か
ら
３
名
ま
で
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
：
団
体
登
録
選
手
８
名
ま
で
、
審
判
ク
ラ
ブ
中
学
生
（
審
判
時
の
み
）、

登
録
監
督
（
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）
の
中
か
ら
３
名
ま
で
 

個
人
戦
（
Ｉ
Ｄ
着
用
）
 

①
中

学
校
：
個
人
戦
登
録
選
手
、
審
判
生
徒
（
審
判
時
の
み
）、

登
録
監
督
（
校
長
・
教
員
（
教
頭
を
含
む
）・

部
活
動
指
導
員
・
外
部
指
導
者
）
の
中
か
ら
３
名
ま
で
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
：
個
人
戦
登
録
選
手
、
審
判
ク
ラ
ブ
生
徒
（
審
判
時
の
み
）、

登
録
監
督
（
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）
の
中
か
ら
３
ま
で
 

③
保
護
者
引
率
校
：
個
人
戦
登
録
選
手
・
保
護
者
引
率
者
（
審
判
員
と
し
て
）
 

★
コ
ー
チ
席
へ
の
 

入
場
可
能
者
 

＊
原
則
、
監
督
が
優

先
し
て
コ
ー
チ
席

へ
入
る
こ
と
。

 

団
体
戦
（
Ｉ
Ｄ
着
用
）
 
※
コ
ー
チ
席
は
各
コ
ー
ト
両
サ
イ
ド
２
席
ず
つ
 

①
中

学
校
：
団
体
戦
登
録
選
手
・
登
録
監
督
（
校
長
・
教
員
（
教
頭
を
含
む
）・

部
活
動
指
導
員
・
外
部
指
導
者
）
の
中
か
ら
２
名
ま
で
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
：
団
体
戦
登
録
選
手
、
登
録
監
督
（
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）
の
中
か
ら
２
名
ま
で
 

個
人
戦
（
Ｉ
Ｄ
着
用
）
 
※
コ
ー
チ
席
両
サ
イ
ド
２
席
ず
つ
 

①
中

学
校
：
当
該
校
生
徒
（
登
録
選
手
・
審
判
生
徒
：
男
女
問
わ
ず
）・

登
録
監
督
（
校
長
・
教
員
（
教
頭
を
含
む
）・

部
活
動
指
導
員
・
外
部
指
導
者
）
の
中
か
ら
 

２
名
ま
で
 

②
地
域
ク
ラ
ブ
：
当
該
ク
ラ
ブ
中
学
生
（
登
録
選
手
・
審
判
ク
ラ
ブ
生
徒
：
男
女
問
わ
ず
）・

登
録
監
督
（
代
表
者
・
事
務
担
当
者
（
管
理
者
）・

指
導
者
）
の
中
か
ら
２
名
 

ま
で
 

③
保
護
者
引
率
校
：
選
手
と
同
一
校
の
他
の
個
人
戦
登
録
選
手
 

★
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
関
わ
る
対
応
 

（
１
）
学
校
・
チ
ー
ム
及
び
参
加
者
個
人
の
責
任
に
お
い
て
、
う
が
い
・
手
洗
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
ア
ル
コ
ル
消
毒
な
ど
の
予
防
に
努
め
る
。
 

（
２
）
参
加
者
及
び
引
率
者
の
責
任
に
お
い
て
、
健
康
観
察
記
録
等
に
よ
り
参
加
選
手
等
の
健
康
観
察
を
行
い
記
録
す
る
。
 

（
３
）
状
況
に
よ
り
、
大
会
の
開
催
の
有
無
の
判
断
や
開
催
の
制
限
を
行
う
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
連
絡
す
る
。
 

Ｄ
Ｌ
：
w
e
b
サ
イ
ト
『埼
玉
県
中
学
校
体
育
連
盟
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
門
部
』→
『令
和
６
年
度
新
人
兼
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
』内
よ
り
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
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【参加細則】資料１２ 
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会場を利用する皆さんへのお願い 

埼玉県中学校体育連盟バドミントン専門部  

会場を利用する選手、引率・監督者、外部指導者、保護者引率者、
観戦保護者、大会運営員の皆さんにお願いします。 

今後とも、バドミントンの大会がこの会場で開催できるようにするように、以下の点に 

注意して大会に参加してください。 

 

 

① 決められた場所以外には駐車しないでください。 

② ゴミは必ず持ち帰ってください。 

・ ゴミは持ち帰ることを条件に会場を借りています。 
・ 会場内でゴミを捨てないでください。 

・ 差し入れで出たゴミも必ず持ち帰ってください。 

・ 帰る途中に道端などにゴミを捨てないでください。 

③ 下履きや傘は、必ず入り口で各自持参の袋に入れて保管してください。 

  ・大会関係者（選手、引率者、外部指導者、保護者引率者、観戦 
保護者、大会運営員）は、入口の下足入れや傘立ては使用し 
ないことを条件に会場を借りています。 

・ 床やいすを汚さないようにしてください。 

・ もし汚れた場合はきれいにしてください。 

④ トイレはていねいに使用してください。 

・ もし汚れた場合はきれいにしてください。 

 ⑤ 会場内の電源をビデオや携帯電話の充電等で使用することはできません。 

  ・ 個人で撮影した画像や動画をＳＮＳなどを通じて、インターネット上に公開する 

ことはやめて下さい。 

⑥ 借りているアリーナ以外の施設には行かないでください。 

・ 廊下や外でシャトル打ちをしないでください。 

⑦ お金やラケットなどの貴重品は各自で保管してください。 

・ 最近、盗難が発生しています。被害にあわないように注意してください。 

⑧ 引率者、保護者引率者は必ず会場にいて生徒の動向を確認してください。 

⑨ 不審者には十分注意してください。 

・ 不審者を見かけたらすぐに本部又は施設の職員に連絡をしてください。 

 



【競技・審判上の注意】資料３ 

練習及び競技中の注意点 

１．選手（審判員、監督・外部指導者等） 

① コートへの入退場は、それぞれ指定された時間に、速やかにコートに集合する 。 

② コートサイドにはかごやドリンクケースは設置しないので、バッグ等を持参し、コートサイドに 

置き、ドリンクも各自のバッグに収容する。こぼした時は、モップ等で拭きとる。 

（自分のタオルを使用して拭かない） 

③ ラケット・タオル等の用具の貸借はしない 。 

④ 床の汗拭きは、モップもしくは所定の用具を使用する 。 

⑤ 汗をコート内やコートサイドに投げない 。 

⑥ 本部提供の使用済みシャトルは、各コート主審台下のポリ袋に入れる。 

 

審判員の仕事 
◎審判員の服装 大人：長ズボン 
        生徒：短パン（ハーフパンツ、七分丈パンツ）可 

１ 審判担当の割り振り 

＜団体戦＞ 
１．試合は、２～３コートを使用して行う。（１コート４名） 
・コート番号の早い方から順に、第１ダブルス・シングルス、早く終了したコートで第２ダ 
ブルスを行う。 

 
２．審判は、各地区をＡＢＣＤの４グループに分けて５コートを担当する。 
 

＜個人戦＞ 
１．審判は、各地区をＡＢＣＤの４グループに分けて５コートを担当する。 

２ 主審の仕事 

１．コートに行く前に以下の準備をする 
○各自、筆記用具を持参する。 
〇試合のコールがされたら、本部からセットを受け取る。 
⇒シャトル係に「男女の別」「試合番号」「コート番号」を伝える。 
 本部からの必要シャトル数を確認し受け取る。（例：女子試合番号２番、２コートです） 

 
２．コートに行ったら以下のことを確認する 
〇線審のイスの位置（ダブルス、シングルス）を確認する。 
〇得点係がいるかを確認する。 
〇選手の服装を確認する。 
・シャツは規定のものか（審査合格品または関東Ｔシャツ）  
・ゼッケンの文字の大きさが正しいか、４か所留めになっているか 
・あいさつ、各ゲーム開始時にシャツを入れさせる 

〇監督および外部指導者の服装を確認する。 
・ＩＤカード（監督証・外部指導者証）の着用 
・シューズの着用（スリッパ、サンダルは不可） 

〇応援生徒（ベンチ入りできる人とその数を確認）を確認する。 
〇選手の荷物の置き場を確認する（主審の脇・ショートサービスラインあたり）。 
○選手が集まった際に、各人の１１５ｃｍの位置をポストの印で確認する。 
〇シャトルの確認をする。 
・本部提供のシャトルを使用するか、持ち寄りのシャトルを使うか。（意見が違う場合は、トスで 
決める） 

  ・持ち寄りのシャトルを出す順番をトスで決める。 
〇トスをして「エンドを選ぶか」「サーブ・レシーブを選ぶか」を決めさせる。 
〇ダブルスの場合はサーバーとレシーバーを確認する。 
〇試打はさせない。（フットワークは可） 
〇審判台に上がり、必要事項をスコアシートに記入する。 
（サーバー＆レシーバー、Ｌ・Ｒ、試合開始時刻） 

〇コールをして試合を始める。 
・試合中は線審および得点係とアイコンタクトを取る。 
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【競技・審判上の注意】資料３ 
・線審が担当ラインのジャッジをしたら、頷いて確認する。 
・線審が担当ラインのジャッジをしなければ、線審にジャッジをさせてから主審は得点のコールを 
する。 

・あきらかに線審の判定に誤りがあれば、オーバーコールをして判定を正しいものに変え 
る。 

・判断できないことがある場合は右手を挙げてレフェリー（または競技審判部長等）を呼ぶ。 
 
３．試合が終わったら以下のことを行う 

〇「ゲーム」とコールし、速やかに、スコアシートに勝者サインをしてもらう。 
○「マッチワンバイ…」と試合終了のコールをし、審判台を降りる。 
〇審判台を降りたら速やかに主審セットを本部に返却する。 
（スコアボード、コイン、カード） 

〇シャトル係に本部提供の未使用シャトルを返却する。 
（「男女の別」「試合番号」「コート番号」「本部提供の使用済みシャトル個数」を伝える） 
〇スコアシートに残りの必要事項を記入する。（審判台でやらず戻ってからやる） 
 ①終了時刻②使用シャトル数③得点・マッチ数④主審サイン （他に漏れはないですか？） 
〇スコアシートをレフェリーや競技審判部長等に提出し、チェックを受ける。 

 
※『異議の申し立て』について 

日本バドミントン協会大会運営規程の第３６条において、 
「審判員の判定に対して疑問のある場合は当該プレーヤーが、団体戦の場合は当該プレーヤーと監督 
に限り質問することが認められている。ただし、抗議あるいは異議であってはならない。」とある。 
 ↓ 

○主審が生徒の場合、 
「主審は団体戦や個人戦において質問があった場合や判断がつかない場合は、速やかにレフェリー 
コール（右手を挙げ、線審又は得点係にレフェリーを呼びに行かせる）すること。」 

 

３ 線審の仕事 

○椅子には浅く腰掛け、背筋を伸ばして座る。 
○膝を組んだり、両足を前に投げ出したりしない。 
○シングルスとダブルスでジャッジをするラインが異なるので注意する。 
 （必要に応じて椅子を動かす） 
○シャトルが落下すると思われるラインの延長方向に体を動かしてシャトルを見る。 
○ジャッジは態勢を低くし、のぞき込むようにして見る。 
○シャトルがコート面に落ちるまでジャッジはしない。 
○よそ見をせず、自分のラインに責任を持つ。 
○真剣に、そして自信を持って線審を行なう。 
○試合終了後、主審が審判台を降りるまで、そのまま椅子に座っている。審判台を降りたらたら、席 
から離れてよい。 

 
【ジャッジ】について 

＊主審とのアイコンタクトが重要になる 
 

＜インの時＞ 
○無言のまま右手でラインを指す。 

  （おおよそラインから１ｍの範囲は「イン」のシグナルを出す） 
 
＜アウトの時＞ 
○プレーヤー、主審、観客にわかるよう、「アウト」をコールする。 
（「ア」を大きな声で言うと聞こえやすい） 

○両腕を開き、手のひらを前に向けた合図をする。 
 
＜線審が判定できない時＞ 
○判定できない場合は両手で目を覆う。 
○主審が判定できる時は主審の判定が採用される。 
○主審も判定できない時は「レット」になる。 

＜その他＞ 
○主審の指示があった場合、汗拭きなどのコート整備を行なう。 

 

４ 得点係の仕事 

○主審の得点コールを聞いてから得点表示を行なう。（コール前に得点表示に手を触れない） 
○試合中はラリーに集中し、間違いのないようにする。 
○ゲームカウント表示も忘れずに行なう。団体戦はマッチカウント表示も忘れずに行う。また、団体 
戦の場合は、試合に勝った方の「白の数字」をめくる。３コート同時展開なので、他のコートの結 
果を確認しマッチカウント表示を揃える。 

○ファイナルゲームのチェンジエンズの際は得点を正しく入れ替える。 
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【競技・審判上の注意】資料４ 

主 審 の 動 き 
試合を始める前  ◎大会運営規程第２４条を確認しておく 

 ① 本部席で審判セットを受け取り、壁側を移動する。 

 ② 若番(スコアシートの左側の選手やチーム)は，主審に向かって右側のベンチに入れる。(競技図参照) 

 ③ プレーヤーの着衣が審査合格品であるか、前面・背面表示（文字・数字の大きさ等）が正しいか確認する。 

 ④ プレーヤーのスマートフォン等電子機器の電源が切ってあるかを確認する。 

 ⑤ トスを行う際は、片方のコートに寄せて行う。(１〜１０コートは本部側、１１〜２０コートは本部と反対側。競技図の黄

色コート)。サーバーレシーバー、エンドを確認し、試合開始の準備に入る。 

 ⑥ スコアシートのサーバーの欄に Ｓ を、両サイドの最初の得点として「０」を書く。 

   ※ダブルスの場合には、レシーバーの欄に Ｒ を記録する。 

 

    線審の椅子の位置、コート上や周辺のゴミの有無、コート横の籠（荷物）の位置、荷物が籠からはみ出していないか

等を審判台近くで確認後、速やかに審判台に上がる 

 

   練習時間はないので、審判台に上がったあとすぐ試合を行う 

 
※ 入場時     ※ トス時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            若番＝対戦表のチーム番号の小さい番号（スコアシートの左側の選手やチーム) 

遅番＝対戦表のチーム番号の大きい番号（スコアシートの右側の選手やチーム） 

 

試合を開始するために ◎コーチの服装の確認、ベンチに持ち込んではいけないものの確認 

 ① 線審・得点係が所定の位置についているか確認する（アイコンタクト） 

② 選手の紹介 

※マッチ（試合）開始のコールを始めるときは、シャトルを打たせない。 

※試合の開始時刻は「ラブオール プレー」の時間 

 

マッチ中  

① 正しい審判用語を使用する。 

 ② スコアを記入し、コールする。 

 ③ インターバルは、ストップウォッチで計測する。（インプレーでなくなったらストップウォッチを作動） 

 ④ 原則として、審判台からは試合終了まで、降りてはいけない。ただし、選手等に生命に関わる異常があると疑われる場

合は、すぐさま審判台から降りて主審・監督・役員等近くにいる人たちで救急救命を行う。 

 ⑤ レフェリーの助けを必要とするときは、右手を頭上に挙げる。 

 

試合終了後  ◎試合終了時刻の記入、マッチ終了後すぐに時刻を記入 

① 「ゲーム」のコールの後、勝者にサインをもらう。 

 ② 「マッチ ワン バイ ・・・」のマッチ（試合）終了のコールを審判台で行う。コール後は、審判台をすぐに降りる。 

 ③ 審判ボード・イエローカード・レッドカード・コイン・シャトル等間違いなく返却する。 

   （団体戦の場合、D１・Sのうち早く終わった方の主審が D２の主審を行う） 

 ④ 本部まで行き、スコア用紙にマッチ終了時刻とマッチ時間、使用シャトルの数など、必要事項をすべて記入して仕上

げる。 

 ⑤ スコアシートを３枚まとめて本部席のレフェリーに持っていき、チェックを受ける。 

 ⑥ 線審・得点係に、レフェリーからの指示や試合中に気が付いたことを伝える。(努力) 
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【競技・審判上の注意】資料４ 

主審のコールの仕方（主なもの） 

１ 
最初のサービングサイドとレシービングサイドを決めるとき 「トスをするのでこちらに来てください。」 ～どちらかを選ばせる 

（「レッド シルバー どちらにしますか」）（「フラワー ナンバー どちらにしますか」） 

２ 

プレーヤーを紹介し、マッチ（試合）の第１ゲームを開始するとき 
(1) 団体戦 
 ① ダブルスのとき 

（A 中学校の X さんがサーバーで 
B 中学校のＹさんがレシーバーの場合） 

 
 
 
 ② シングルスのとき 

 （A 中学校のＸさんがサーバーの場合） 
 

 
 
 

(2) 個人戦 
 ① ダブルスのとき 
（A チームの X さんがサーバーで 

B チームのＹさんがレシーバーの場合） 
 
 
 ② シングルスのとき 

 （A チームのＸさんがサーバーの場合） 
 

 
 
「レイディーズ アンド ジュエントルメン」 
「オンマイライト A 中学校 リプリゼンティッド バイ W さん アンド X さん」 

 ～右手で右側にいる選手を指す 
「アンド」「オンマイレフト B 中学校 リプリゼンティッド バイ Ｙさん アンド Z さん」 

 ～左手で左側にいる選手を指す 
「A 中学校 トゥサーブ Ｘさん トゥ Y さん ラブオール、 プレー」 
「レイディーズ アンド ジュエントルメン」 
「オンマイライト  A 中学校 リプリゼンティッド バイ Ｘさん」 

 ～右手で右側にいる選手を指す 
「アンド」「オンマイレフト B 中学校 リプリゼンティッド バイ Ｙさん」 

 ～左手で左側にいる選手を指す 
「A 中学校 トゥサーブ ラブオール、 プレー」 
「レイディーズ アンド ジュエントルメン」 
「オンマイライト W さん アンド X さん A（チーム）」 

 ～右手で右側にいる選手を指す 
「アンド」「オンマイレフト Ｙさん アンド Z さん Ｂ（チーム）」 

 ～左手で左側にいる選手を指す 
「Ｘさん トゥサーブ トゥ Y さん ラブオール プレー」 
「レイディーズ アンド ジュエントルメン」 
「オンマイライト Ｘさん Ａ（チーム）」 ～右手で右側にいる選手を指す 
「アンド」「オンマイレフト Ｙさん Ｂ（チーム）」 ～左手で左側にいる選手を指す 
「Ｘさん トゥサーブ ラブオール プレー」 

３ 第２ゲームを開始するとき 「セカンドゲーム ラブオール プレー」 

４ 第３ゲームを開始するとき 「ファイナルゲーム ラブオール プレー」 

５ サービングサイドがラリーに負けて、相手側のサービスになるとき 「サービスオーバー」 

６ 

スコアをコールするとき 
 例 1 サービングサイドのスコアが８、 
      レシービングサイドのスコアが６ 
 例２ １２対１２の同点 

（常にサービングサイドのスコアを先にコールします） 
例１ 「エイト シックス」 

 
例２ 「トゥウェルヴ オール」 

７ 
それぞれのゲーム中、どちらかのサイドのスコアが 11 点になったとき （ラリーが終了したところで、ストップウォッチをＯＮにする） 

（場合によっては「サービスオーバー」とコールをする） 
「イレブン 〇〇」「インターバル」 

８ ６０秒のインターバルで 40 秒経過したとき 「〇コート、20 秒」「〇コート、20 秒」(「○コート、トゥエンティ セコンズ」が主流) 

９ インターバルが終了し、プレーを再開するとき 「イレブン 〇〇」「プレー」 

1０ 
どちらかのサイドが２０点になったとき 
 ① あと 1 点でゲームが終了するとき 
② あと 1 点でマッチ（試合）が終了するとき 

 
① 「トゥウェンティ ゲームポイント 〇〇」 
② 「トゥウェンティ マッチポイント 〇〇」 

1１ ２０対２０になったとき 「トゥウェンティ オール」 

1２ 
どちらかのサイドが２９点になったとき 
 ① ２９対２８の場合 
 ② ２９対２９の場合 

 
① 「トゥウェンティナイン ゲームポイント（マッチポイント） トゥウェンティエイト」 
② 「トゥウェンティナイン ゲームポイント（マッチポイント） オール」 

1３ 

第１ゲームが終了したとき 
(1) 団体戦 
 例 ２１対１０でＡ中学校が勝ったとき 
(2) 個人戦 
例 ２１対１０で W さん(Ｘさん)Ａ（チーム）が勝ったと 

 
「ゲーム」（ラリーが終了したところで、ストップウォッチをＯＮにする） 
「ファーストゲーム ワンバイ A 中学校 トゥウェンティワン テン」 
「ゲーム」（ラリーが終了したところで、ストップウォッチをＯＮにする） 
「ファーストゲーム ワンバイ W さん(アンドＸさん) トゥウェンティワン テン」 

14 １２０秒のインターバルで１００秒経過したとき 「〇コート、20 秒」「〇コート、20 秒」(「○コート、トゥエンティ セコンズ」が主流) 

15 

第３ゲームがある場合、第２ゲームが終了したとき 
(1) 団体戦 
 例 ２１対１９でＢ中学校が勝ったとき 
 
(2) 個人戦 
 例 ２１対１９でＹさん(Z さん)Ｂ（チーム）が勝ったとき 
 

 
「ゲーム」（ラリーが終了したところで、ストップウォッチをＯＮにする） 
「セカンドゲーム ワンバイ B 中学校 トゥウェンティワン ナインティーン」 
「ワンゲーム オール」 
「ゲーム」（ラリーが終了したところで、ストップウォッチをＯＮにする） 
「セカンドゲーム ワンバイ Ｙさん(アンド Z さん) トゥウェンティワン ナインティーン」 
「ワンゲーム オール」 

16 第３ゲームでどちらかのサイドが１１点になったとき 「イレブン 〇〇」 「インターバル」 「チェンジエンズ」 

17 

マッチ（試合）が終了したとき 
(1) 団体戦 
 例 Ａ中学校が２１－１０，１９－２１，２３－２１ 
   で勝ったとき 
(2) 個人戦 
 例 Ｘさん、Ａ（チーム）が２１－１０，１９－２１，２３－２１ 
   で勝ったとき 

 
「ゲーム」 
「マッチ ワンバイ A 中学校 トゥウェンティワン テン 、 ナインティーン 
 トゥウェンティワン トゥウェンティスリー トゥウェンティワン」 
「ゲーム」 
「マッチ ワンバイ Ｘさん トゥウェンティワン テン 、 ナインティーン 
 トゥウェンティワン トゥウェンティスリー トゥウェンティワン」 

18 
線審の明らかな間違った判定に対して 
 ① 「イン」に訂正する場合    ② 「アウト」に訂正する場合 

 
① 「コレクション イン」    ② 「コレクション アウト」 

19 フォルトが起きたとき 「フォルト」 

20 レットにするとき 「レット」または「プレー ア レット」 

21 サービスジャッジが（サービスの）フォルトのコールをしたとき 「サービスフォルトコールド（トゥハイ や ラケットヘッド や フット  など） 



【競技・審判上の注意】資料４ 

気持ちの良い審判を行うポイント 

１ 主審について 

 ✓ 明瞭かつ大きい声でコールをしましょう 
  ➢ すべてのアナウンスとコールは、プレーヤーにも観客にもはっきりと聞こえるよう明瞭

かつ大きな声で行います。 
 

 ✓ スコアシートの記入をスムーズに行いましょう 

  ➢ サービングサイドの次の得点記入欄に予めペン先を移動させておきましょう。 
 

 ✓ サービスフォルトが明確な場合は、きちんととりましょう 

  ➢ 正しいサービスは次の通りです。これに違反しているとフォルトになります。 

   ✧ サーバーとレシーバーがそれぞれの姿勢を整えた後は、両サイドともサービスを不当

に遅らせてはならない。 

   ✧ サーバー及びレシーバーは、斜めに向かい合ったサービスコート内に、サービスコー

トの境界線に触れずに立つものとする。 

   ✧ サーバー及びレシーバーの両足の一部分は、サービスを始めてからサービスがなされ

るまで、その位置でコート面に接していなければならない。 

   ✧ サーバーは、ラケットで最初にシャトルの台を打つものとする。 

   ✧ サーバーのラケットで打たれる瞬間に、シャトル全体が必ずコート面から1.15ｍ以下

でなければならない。 ～P.4下 

   ✧ サーバーのラケットは、サービスを始めてからなされるまで前方の動きを継続しなけ

ればならない。 

   ✧ もし何ものにも妨げられなかったならば、シャトルは、レシーバーのサービスコート

内に落ちるようにネットの上を通り、サーバーのラケットから上向きに飛行しなけれ

ばならない。 

   ✧ サーバーがサービスをしようとしてシャトルを打ちそこなってはならない。 
 

 ✓ サービス時の「レシーバーフォルト」も観察しましょう 

  ➢ サーバー及びレシーバーは、斜めに向かい合ったサービスコート内に、サービスコート

の境界線に触れずに立つものとする。 

  ➢ サーバー及びレシーバーの両足の一部分は、サービスを始めてからサービスがなされるま

で、その位置でコート面に接していなければならない。 
 

 ✓ インターバルの時間を正確に測りましょう 

  ➢ ラリーが終了した時点から、計測を開始する。 
 

 ✓ ２０点オール後等の「延長ゲーム」の試合運営を正確に行いましょう 

  ➢ 2点差もしくは 30点で終わりになります。(15点ゲームの場合は 21点。) 
 

 ✓ 線審とのコミュニケーションはとりましょう 

  ➢ アイコンタクトをしてください。（線審の顔を見て、うなずくと良いです） 
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２ 線審について 

 ✓ 椅子の位置は適切か 

  ➢ ２本のラインを担当する場合、シャトルが落下するであろうと思われるラインの方向

に、体を動かして、シャトルを見て判定します。 

    シングルスとダブルスでは、線審は自分の判定するラインに合わせて、椅子の位置を変

えます。 
 

 ✓ 椅子に腰かけている時の姿勢はよいか 

  ➢ プレーヤーが線審にぶつかりそうになったら線審はすぐにどきます。ひざを組んだり両

足を前方に投げ出したりだらしない姿勢で腰掛けると、すぐに対応できません。正しい姿

勢で座ってください。 
 

 ✓ アウトのときの「アウト」という声を出しているか 

  ➢ シャトルがコートの外に落ちたときは、どんな遠くても直ちにプレーヤーと観客によく

聞こえる声で「アウト」とコールし、同時に主審に分かるように両腕を水平に開き手のひ

らを前に向けた合図をします。 
 

 ✓ インとアウトや判定できなかった時の合図は正しいか 

  ➢ シャトルがコート内に落ちたときは、主審、プレーヤー、観客がわかる場合でも線審は

無言のまま右手でそのラインを指します。 

    （おおよそラインから１ｍの範囲は「イン」のシグナルを出します） 

  ➢ シャトルの落下点が見えなくて判断できなかった場合は、両手で目を覆います。この場

合、主審が判定できるのなら主審が判定します。主審も判定できないときは「レット」に

します。 
 

 ✓ シャトルの落下地点の確認は正しく行われているかどうか 

  ➢ 体（目線）を低くして見て判定をします。 

    シャトルがコート面に触れるまでは、コールや合図をしてはいけません。 
 

 ✓ 主審とのコミュニケーションはとれているか 

  ➢ アイコンタクトをしてください。（主審がうなずいたら、ジャッジを解きます） 

 

  １．１５ｍの計測 

       

 

 

 

 
 
 

                        ポストの印       サービス高測定器 
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令和６年度 第５５回関東中学校バドミントン大会 記念Ｔシャツ（埼玉大会） 

＜デザインサンプル＞ 

ＹＯＮＥＸ（ヨネックス）           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2,800円 

Ｋｕｍｐｏｏ（薫風） 

 

 

ロング 

3,500円 

 

 

 

 

 

半袖 

2,500円 

 

 

令和７年度学校総合体育大会＜中学校の部＞ 
バドミントン競技会 

 

【プレーヤーの服装について】 

 

大会運営規程 第４章 第２３条 

プレーヤーは、相手または観客に不快な感じを与えないように、競

技中、競技ウェア、シューズを着用し、競技の品位を保つために本

会の審査合格品でなければならない。 

 

 

※学総大会 ウェアについて（関東大会記念 Tシャツに関して） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今大会のプレーヤーのウェアは、 

審査合格品ウェアのほか、関東Ｔ 

シャツの着用が認められています。 

関東Ｔシャツについては３年生 

が１年生のときに購入できる一昨 

年度のデザインのものからとして 

います。 

そのデザインを掲載しましたの 

でご確認ください。 
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令和７年度学校総合体育大会＜中学校の部＞ 

バドミントン競技会 

 

【コーチの服装について】 

 

公認審判員規程 第５条 第１２項（８）  

コーチは、コートサイドでマッチにふさわしい服装で臨むこと。 

例えば、チームユニフォーム、シャツ、ポロシャツ、ブラウス、長ズボン

またはスカートとし、 ジーンズやビーチサンダル、バミューダ、ショー

ツ、スリッパ、サンダルは禁止とする。その適否判断は大会レフェリーに

委ねるものとする。  

 

※コーチはコーチにふさわしい服装であり、プレーヤーにふさわしい服装

でありません。したがって、審査合格品ならよいということではありませ

ん。シャツは襟付きとされています（審査合格品は襟付きとみなしている

ので可になっています）。チームシャツ（チームＴシャツ）や該当大会記

念Ｔシャツ（今大会では関東記念Ｔシャツ）も認められています。また、

七分丈の長ズボンは基本的には認められいませんが、体育館の状況等で

レフェリーが許可することもあります。七分丈のバミューダやショート

パンツは認められていません。 

  

◎ベンチ・コーチ席入りする大人については、 

今大会では、審査合格品でも七分丈の長ズボンは不可とします。 
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習

9
:1

0

9
:1

5

9
:2

0

9
:2

5

9
:3

0

打
合
せ

9
:3

5

準
備

9
:3

5

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

審
判

試
合

9
:4

0
1
コ
ー
ト
3
～
4
名
で
審
判

試
合

1
0
:1

0

試
合

1
0
:4

0

試
合

1
1
:1

0

試
合

昼
食

1
1
:4

0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

審
判

主
審
大
人

試
合

1
2
:2

0

試
合

1
3
:0

0
準
々
決
勝

1
3
:4

0

準
決
勝

1
4
:2

0
決
勝
・
3
決

1
5
:0

0

1
5
:3

0

表
彰

1
5
:4

0
後
片
付
け

1
6

:0
0

地
区
審
判
（
大
人
主
審
１
・
線
審
２
・
得
点
係
１
）

学
校
総
合
体
育
大
会
<
中
学
校
の
部
>

会
場
準
備
校
入
場
（
１
Ｆ
入
口
か
ら
）

8
:5

0

順
位
決
１

3
9

4
3

4
2

3
1

3
6

3
7

3
4

各
チ
ー
ム
代
表
選
手
１
名
は
、
練
習
後
、

１
コ
ー
ト
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙
を
受
け

取
り
に
行
く
。

時
間
は
目
安
で
あ
り
、
試
合
開
始
時
刻
が

前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会 順
位
決
３

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
5
.2
3
（
審
判
担
当
は
本
部
の
指
示
に
よ
る
：
敗
者
チ
ー
ム
）

1
6

3
4

2

3
8

4
1

相
互
審
判

4
6

3
0

＜
控
室
２
＞
　
9
:1
5
監
督
会
議
（
各
チ
ー
ム
１
名
）
、
9
:2
5
審
判
会
議
（
各
地
区
１
名
）

3
5

3
2

3
3

令
和
７
年
度

コ
ー
ト
を
変
更
し
た
り
、
１
～
３
コ
ー
ト

展
開
で
試
合
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

９
：
３
５
に
な
っ
た
ら
、
審
判
は
準
備
を
す
る
。
（
主
審
は
、
本
部
へ
）
　
選
手
は
、
９
：
３
５
に
は
、
コ
ー
ト
に
集
合
す
る
。

（
チ
ー

ム
番

号
）

１
回
戦

２
回
戦

3
9

2
9

1
7

1
8

1
9

2
2

2
3

2
1

3
1

3
2

3
3

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

大
会
運
営
員
受
付
（
１
Ｆ
入
口
付
近
）

Ａ
地
区
グ
ル
ー
プ

3
決

準
々
決
勝
（
４
決
）

準
決
勝

決
勝
・
３
決

Ｃ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｄ
地
区
グ
ル
ー
プ

8
:1

5
地
区
ご
と
に
整
列
（
１
Ｆ
入
口
付
近
）

8
:2

0
チ
ー
ム
ご
と
に
入
場
（
１
Ｆ
入
口
か
ら
・
チ
ー
ム
の
み
）

8
:0

0
8

:3
0

観
戦
保
護
者
入
場
（
整
列
順
に
）

8
:0

5

4
4

コ
ー
ト
撤
収

3
5

3
6

3
7

3
8

（
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
素
振
り
・
シ
ャ
ト
ル
打
ち
は
不
可
）

開
始
式
（
女
子
：
優
勝
杯
変
換
、
選
手
宣
誓
）
・
説
明

＊
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
可

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

3
4

く
ま
が
や
ド
ー
ム
体
育
館

5
6

7
8

9

昼
食
（
観
客
席
）
、
（
午
後
の
試
合
開
始
２
０
分
前
か
ら
１
５
分
間
、
出
場
選
手
の
み
練
習
可
）

4
0

観
客
席
側

1
0

2
0

4
5

※
関
東
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
は
、
７
月
３
０
.３

１
日
・
８
月
２
日
に
北
本
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
強
化
練
習
会
が
あ
り
ま
す
。
顧
問
は
、
前
も
っ
て
選
手
に
参
加
の
可
否
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
７
月
１
５
日
の
決
定
後
、
強
化
練
習
会
へ
の
参
加
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

３
回
戦
（
８
決
）

順
位
決
２

順
位
決
４

完
全
撤
収

コ
ー
ト
撤
収

コ
ー
ト
撤
収

コ
ー
ト
撤
収

9
1
1

1
3

2
8

8

Ｂ
地
区
グ
ル
ー
プ

1

入
賞
チ
ー
ム
（
ベ
ス
ト
４
）

1
2

3
0

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

【
競
技
・
審
判
上
の
注
意
】
資
料
１
３
②

2
9

3
5

7
1
0

1
2

1
4

2
2

1
6

1
8

2
0

2
4

2
6

1
7

1
9

2
1

2
5

2
7

-35-



個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス

女
子
：
ゴ
シ
ッ
ク
体
　
　
男
子
：
ゴ
シ
ッ
ク
体
斜
体
太
字

＜
コ
ー
ト
割
り
振
り
＞

7
月
2
2
日

7
月
2
2
日

火
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

火
1

1
0

1
1

2
0

2
9

1
2

1
9

3
8

1
3

1
8

4
7

1
4

1
7

5
6

1
5

1
6

練
習

1
,2

3
,4

5
,6

7
,8

9
,1

0
1
1
,1

2
1
3
,1

4
1
5
,1

6
1
7
,1

8
1
9
,2

0
2
1
,2

2
1

,2
3

,4
5

,6
7

,8
9
,1

0
1

1
,1

2
1

3
,1

4
1

5
,1

6
1

7
,1

8
9
:2

0
2
3
,2

4
2
5
,2

6
2
7
,2

8
2
9
,3

0
3
1
,3

2
3
3
,3

4
3
5
,3

6
3
7
,3

8
3
9
,4

0
4
1
,4

2
4
3
,4

4
1

9
,2

0
2

1
,2

2
2

3
,2

4
2

5
,2

6
2

7
,2

8
2

9
,3

0
3

1
,3

2
3

3
,3

4
3

5
,3

6
9
:2

5
4
5
,4

6
4
7
,4

8
4
9
,5

0
5
1
,5

2
5
3
,5

4
5
5
,5

6
5
7
,5

8
5
9
,6

0
6
1
,6

2
6
3
,6

4
6
5
,6

6
3

7
,3

8
3

9
,4

0
4

1
,4

2
4

3
,4

4
4

5
,4

6
4

7
,4

8
4

9
,5

0
5

1
,5

2
5

3
,5

4
9
:3

0
6
7
,6

8
6
9
,7

0
7
1
,7

2
7
3
,7

4
7
5
,7

6
7
7
,7

8
7
9
,8

0
8
1
.8

2
8
3
,8

4
8
5
  
  
 

7
3
,7

4
5

5
,5

6
5

7
,5

8
5

9
,6

0
6

1
,6

2
6

3
,6

4
6

5
,6

6
6

7
,6

8
6

9
,7

0
7

1
,7

2
9
:3

5
打
合
せ

9
:4

0
準
備

9
:4

5
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

審
判

試
合

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

3
4

5
6

7
8

9
9
:5

0
試
合

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
0
:2

0
試
合

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

1
0
:5

0
試
合

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

1
1
:2

0
試
合

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

1
1
:5

0
昼
食

1
2
:2

0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

審
判

主
審
大
人

試
合

5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

6
4

6
6

6
8

4
3

4
5

4
7

4
9

5
1

5
3

5
5

5
7

1
3
:0

0
試
合

5
5

5
7

5
9

6
1

6
3

6
5

6
7

6
9

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

5
8

1
3
:3

0
試
合

7
0

7
1

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

1
4
:1

0
準
々
決
勝

順
決
１

順
決
２

順
決
３

順
決
４

7
8

7
9

8
0

8
1

6
7

6
8

6
9

7
0

順
決
１

順
決
２

順
決
３

順
決
４

1
4
:5

0
準
決
勝

順
決
５

順
決
６

順
決
７

順
決
８

順
決
１

8
2

8
3

順
決
２

順
決
１

7
1

7
2

順
決
２

順
決
５

順
決
６

順
決
７

順
決
８

1
5
:3

0
決
勝
・
3
決

順
決
９

順
決
１
０

順
決
１
１

順
決
１
２

順
決
３

8
4

3
決

順
決
４

順
決
３

7
3

3
決

順
決
４

順
決
９

順
決
１
０

順
決
１
１

順
決
１
２

1
6
:1

0
順
位
決

1
6
:4

0
表
彰

1
6
:5

0
後
片
付
け

1
7

:1
0

保
護
者
引
率
者
は
、
９
：
２
５
に
出
席
確

認
を
行
い
ま
す
。
（
控
室
２
で
監
督
会
議

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

地
区
審
判
（
大
人
主
審
１
・
線
審
２
・
得
点
係
１
）

各
選
手
は
、
練
習
後
、
１
コ
ー
ト
前
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
表
紙
を
受
け
取
り
に
行
く
。

時
間
は
目
安
で
あ
り
、
試
合
開
始
時
刻
が

前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

観
客
席
側

①
初
回
戦
の
み
地
区
審
判

（
生
徒
主
審
１
・
線
審
２
・
得
点
係
１
）

②
そ
れ
以
降

・
地
区
審
判
（
生
徒
主
審
１
・
得
点
係

１
）

・
敗
者
審
判
（
線
審
２
）

※
関
東
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
は
、
７
月
３
０
.３

１
日
・
８
月
２
日
に
北
本
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
強
化
練
習
会
が
あ
り
ま
す
。
顧
問
は
、
前
も
っ
て
選
手
に
参
加
の
可
否
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
７
月
２
２
日
の
決
定
後
、
強
化
練
習
会
へ
の
参
加
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

8
:2

5
地
区
ご
と
に
整
列
（
１
Ｆ
入
口
付
近
）

翌
日
も
利
用
す
る
た
め
ネ
ッ
ト
の
み
緩
め
る

（
選
手

番
号
）

Ｃ
地
区
グ
ル
ー
プ

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

大
会
運
営
員
受
付
（
１
Ｆ
入
口
付
近
）

令
和
７
年
度

学
校
総
合
体
育
大
会
<
中
学
校
の
部
>

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会

４
回
戦
（
８
決
）

１
回
戦

２
回
戦

※
ベ
ス
ト
１
６
に
残
っ
た
場
合
は
、
関
東
大
会
出
場
の
た
め
の
順
位
決
定
戦
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
部
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

決
勝
・
３
決

＊
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
可

（
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
素
振
り
・
シ
ャ
ト
ル
打
ち
は
不
可
）

３
回
戦

Ｄ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｂ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｃ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｄ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｂ
地
区
グ
ル
ー
プ

チ
ー
ム
ご
と
に
入
場
（
１
Ｆ
入
口
か
ら
・
チ
ー
ム
の
み
）

8
:0

0
8

:4
0

Ａ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ａ
地
区
グ
ル
ー
プ＜
控
室
２
＞
　
9
:2
5
監
督
会
議
（
各
チ
ー
ム
１
名
）
、
9
:3
5
審
判
会
議
（
各
地
区
１
名
）

8
:0

5

く
ま
が
や
ド
ー
ム
体
育
館

準
々
決
勝
（
４
決
）

準
決
勝

会
場
準
備
校
入
場
（
１
Ｆ
入
口
か
ら
）

9
:0

0
説
明

入
賞
者
（
ベ
ス
ト
４
）

９
：
４
５
に
な
っ
た
ら
、
審
判
は
準
備
を
す
る
。
（
主
審
は
、
本
部
へ
）
　
選
手
は
、
９
：
４
５
に
は
、
コ
ー
ト
に
集
合
す
る
。

準
備

昼
食
（
観
客
席
）
、
（
午
後
の
試
合
開
始
２
０
分
前
か
ら
１
５
分
間
、
出
場
選
手
の
み
練
習
可
）

観
戦
保
護
者
入
場
（
整
列
順
に
）

8
:3

0

【
競
技
・
審
判
上
の
注
意
】
資
料
１
３
③
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個
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス

女
子
：
ゴ
シ
ッ
ク
体
　
　
男
子
：
ゴ
シ
ッ
ク
体
斜
体
太
字

＜
コ
ー
ト
割
り
振
り
＞

7
月
2
3
日

7
月
2
3
日

水
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

水
1

1
0

1
1

2
0

2
9

1
2

1
9

3
8

1
3

1
8

4
7

1
4

1
7

5
6

1
5

1
6

練
習

2
3
,2

4
2
5
,2

6
2
7
,2

8
2
9
,3

0
3
1
,3

2
3
3
,3

4
3
5
,3

6
3
7
,3

8
3
9
,4

0
4
1
,4

2
4
3
,4

4
1

9
,2

0
2

1
,2

2
2

3
,2

4
2

5
,2

6
2

7
,2

8
2

9
,3

0
3

1
,3

2
3

3
,3

4
3

5
,3

6
9
:1

0
4
5
,4

6
4
7
,4

8
4
9
,5

0
5
1
,5

2
5
3
,5

4
5
5
,5

6
5
7
,5

8
5
9
,6

0
6
1
,6

2
6
3
,6

4
6
5
,6

6
3

7
,3

8
3

9
,4

0
4

1
,4

2
4

3
,4

4
4

5
,4

6
4

7
,4

8
4

9
,5

0
5

1
,5

2
5

3
,5

4
9
:1

5
6
7
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１
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２
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決
３
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決
４

7
8

7
9

8
0

8
1

7
0

7
1

7
2

7
3

順
決
１

順
決
２

順
決
３

順
決
４

1
4
:4

0
準
決
勝

順
決
５

順
決
６

順
決
７

順
決
８

順
決
１

8
2

8
3

順
決
２

順
決
１

7
4

7
5

順
決
２

順
決
５

順
決
６

順
決
７

順
決
８

1
5
:2

0
決
勝
・
3
決

順
決
９

順
決
１
０

順
決
１
１

順
決
１
２

順
決
３

8
4

3
決

順
決
４

順
決
３

7
6

3
決

順
決
４

順
決
９

順
決
１
０

順
決
１
１

順
決
１
２

1
6
:0

0
順
位
決

1
6
:3

0
1
6
:4

0
表
彰

1
6
:5

0
後
片
付
け

1
7

:1
0

＜
控
室
２
＞
　
9
:1
5
監
督
会
議
（
各
チ
ー
ム
１
名
）
、
9
:2
5
審
判
会
議
（
各
地
区
１
名
）

（
選
手
番

号
）

保
護
者
引
率
者
は
、
９
：
１
５
に
出
席
確

認
を
行
い
ま
す
。
（
控
室
２
で
監
督
会
議

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

①
初
回
戦
の
み
地
区
審
判

（
生
徒
主
審
１
・
線
審
２
・
得
点
係
１
）

②
そ
れ
以
降

・
地
区
審
判
（
生
徒
主
審
１
・
線
審
１
）

・
敗
者
審
判
（
得
点
係
２
）

※
ベ
ス
ト
１
６
に
残
っ
た
場
合
は
、
関
東
大
会
出
場
の
た
め
の
順
位
決
定
戦
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
部
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
帰
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
関
東
大
会
出
場
権
を
獲
得
し
た
チ
ー
ム
は
、
７
月
３
０
.３

１
日
・
８
月
２
日
に
北
本
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
強
化
練
習
会
が
あ
り
ま
す
。
顧
問
は
、
前
も
っ
て
選
手
に
参
加
の
可
否
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
７
月
２
３
日
の
決
定
後
、
強
化
練
習
会
へ
の
参
加
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

地
区
審
判
（
大
人
主
審
１
・
線
審
２
・
得
点
係
１
）

時
間
は
目
安
で
あ
り
、
試
合
開
始
時
刻
が

前
後
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

各
選
手
は
、
練
習
後
、
１
コ
ー
ト
前
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
表
紙
を
受
け
取
り
に
行
く
。

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

令
和
７
年
度

学
校
総
合
体
育
大
会
<
中
学
校
の
部
>

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
会

３
回
戦

１
回
戦

２
回
戦

４
回
戦
（
８
決
）

準
々
決
勝
（
４
決
）

準
決
勝

決
勝
・
３
決

完
全
撤
収

Ａ
地
区
グ
ル
ー
プ

地
区
ご
と
に
整
列
（
１
Ｆ
入
口
付
近
）

8
:2

0
8

:0
0

8
:3

0
観
戦
保
護
者
入
場
（
整
列
順
に
）

8
:0

5
会
場
準
備
校
入
場
（
１
Ｆ
入
口
か
ら
）

8
:5

0
説
明

く
ま
が
や
ド
ー
ム
体
育
館

＊
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
可

（
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
素
振
り
・
シ
ャ
ト
ル
打
ち
は
不
可
）

8
:1

5
チ
ー
ム
ご
と
に
入
場
（
１
Ｆ
入
口
か
ら
・
チ
ー
ム
の
み
）

観
客
席
側

大
会
運
営
員
受
付
（
１
Ｆ
入
口
付
近
）

入
賞
者
（
ベ
ス
ト
４
）

昼
食
（
観
客
席
）
、
（
午
後
の
試
合
開
始
２
０
分
前
か
ら
１
５
分
間
、
出
場
選
手
の
み
練
習
可
）

準
備

９
：
３
５
に
な
っ
た
ら
、
審
判
は
準
備
を
す
る
。
（
主
審
は
、
本
部
へ
）
　
選
手
は
、
９
：
３
５
に
は
、
コ
ー
ト
に
集
合
す
る
。

コ
ー
ト
撤
収

コ
ー
ト
撤
収

コ
ー
ト
撤
収

コ
ー
ト
撤
収

Ａ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｃ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｄ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｂ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｃ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｄ
地
区
グ
ル
ー
プ

Ｂ
地
区
グ
ル
ー
プ

【
競
技
・
審
判
上
の
注
意
】
資
料
１
３
④
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令和７年度　学校総合体育大会  中学生バドミントン競技会

　《男子団体戦》（３７）

1 埼 玉 栄
62 三 郷 栄

1
22

蓮 田 南

三 郷 南

22 さ い た ま 三 室

5 久 喜 南 30
6 鴻 巣 赤 見 台

3 越 谷 南

4 さ い た ま 原 山
7

35

8
7 さ い た ま 常 盤

23
8 川 口 岸 川

36

12 越 谷 北

9
9 加 須 平 成

34

24
13 さ い た ま 木 崎

11
14

10 草 加

11 宮 代 前 原 10
2

2517 幸 手 西

シャトルピークJr．
31

15 朝 霞 第 三
12

3
18 吉 川 中 央 13
19

16 川 口 戸 塚

さ い た ま 内 谷

8

　《女子団体戦》（４５）

1 埼 玉 栄

2 春 日 部 大 沼
1

15
5 草 加 谷 塚

38

3 加 須 昭 和 30

6 狭 山 中 央

2
8 神 川

4 川 口 岸 川

31

7 久 喜 鷲 宮

9 朝 霞 第 三
3

10 さ い た ま 南 浦 和

11 越 谷 北 陽
34 シャトルピークJr.

15 さ い た ま 原 山
5

12 春 日 部 武 里

13 さ い た ま 土 合
4

14

さ い た ま 岸
44 上 尾 瓦 葺

45 蓮 田 南

20 久 喜 太 東
3321 戸 田 新 曽

23 湊  　　　B　　　  C

20
14 21

26
4

23

7
22

越 谷 新 栄
15

32 24 星 野 学 園

25 上 里
16

26 さ い た ま 東 浦 和

31 杉 戸
19

32

27
27 朝 霞 第 四

17
28 川 口 八 幡 木

さ い た ま 本 太
29 35 北 本 東

29 越 谷 富 士
18

30 さ い た ま 春 里
28

36 加 須 東

37 さ い た ま 日 進

上 尾 大 谷
33 33 春 日 部 武 里

20
34

5
21

18 深 谷 幡 羅

16 八 潮 大 原

17 上 尾 大 谷

加 須 平 成
32

37
13

6
19 鴻 巣 吹 上 北

39

44
42 43

11

36

24 さ い た ま 日 進

25 坂 戸 住 吉

26 幸 手 西

吉 川 東

28 加 須 東

29 川 口 八 幡 木

30 越 谷 光 陽

27

31 春 日 部 南

32 草 加

33 さ い た ま 慈 恩 寺

35 鴻 巣 赤 見 台

36 久 喜

37 さいたま大宮八幡

38 さ い た ま 大 谷 口

39 越 谷 富 士

40 吉 見

41 朝 霞 第 一

42 吉 川

43 さ い た ま 本 太

40

41

23

9

35

10

12

28



《男子個人戦ダブルス》（７４） 令和７年度 学校総合体育大会 　中学生バドミントン競技会

11 27

59 63

15

64

34

35

19

38

62 66

42

伊 藤 太 陽 ・ 田 代 大 惺 （

野 田 瑛 貴 （

）1 篠 原 康 輔 ・ 有 江 桜 空 （ 埼 玉 栄 ） 春日部武里38

さいたま春里 )2 星 野 勘 太 ・ 坂 田 大 樹 （ 39
6

川 瀬 功 貴

（ 星野学園 )

吉 川 南 )
1

)
43

)

・

)

3 鈴 木 海 成 ・ 結 城 五 心 （ 越 谷 南 小 林 凜 ・ 宮 地 隼 成

・ 井 上 優 人 （ さいたま東浦和

12

42 坂 東 直 樹 ・ 菅 原 大 幹

4 白 澤 喜 一 ・ 大 熊 光 （

51

28

蓮 田 南 田 坂 瑠 都

（ 八潮大原 )5 熊 谷 慈 瑛 ・ 會 川 蒼 汰 （ 加 須 東 )

43

早 川 雄 哉 ・ 佐 藤 旭 （ 埼 玉 栄

44)
5244

)6 小 杉 倖 大 ・ 羽 切 葵 （ 鴻巣赤見台 )
2913

鹿重 良太朗 ・ 山 端 隼 斗 （ 幸 手 西 )7 小 島 大 幹 ・ 祝 和 平 （ 春 日 部

45 関 悠 隼 ・ 橘 璃 空 （ 川口戸塚 )8 冨 田 篤 人 ・ 小 林 開 時 （ さいたま三室 )
3014

47

46 進 士 悠 羽 ・ 阿 部 遼 太 （

齋 藤 桜 棟 ・ 佐 藤 陸 人 （

)9 関 戸 貴 琉 ・ 幸 﨑 柊 侑 （ 朝霞第四 ) 草 加

加須平成 )

越 谷 北 )

) 67

2

45

（ 春日部共栄

10 後 藤 啓 伸 ・ 島 田 千 寛 （ 上 里

)11 三 好 乃 輝 ・ 染 谷 玲 空 （ 安 田 成 慶

（ さいたま内谷 )12 谷 口 泰 雅 ・ 中 原 秀 太 （ 上尾大谷 )

伊奈Ｓｋｙ )13

高 橋 元 太 ・ 下 村 岳 生 （ 蓮 田 南

)
16

)
60

望月 　駿大郎 （

14

川 上 輝 琳 ・ 佐 野 健 太 （ 埼 玉 栄

古 市 來 希 （ 蓮 田 南 )

佐 藤 慈 月 （ 神 川 )

)
17

)

46

15 髙 橋 汰 介 ・ 江 原 将 悟 （ 深谷幡羅

16

稲 川 達 士 ・ 村 瀬 理 音 （ さいたま日進

19 野 島 柊 汰 ・ 小野塚 勇人

鈴 木 詩 也 （ 鴻 巣 南 )

井 芹 大 聖 （ 越 谷 南 )

)
3

)
18

17 鈴 木 晴 太 ・ 碇 木 凪 （ 川口戸塚

（ さいたま日進 )18 川 口 蒼 生 ・ 横 山 博 文 （ 吉川中央

（

松 本 崇 佑

)

・ 榎 本 和 司 （

（遠 藤 快 星

57

58

蓮 田 南 )

（ 加 須 東 )

シャトルピークＪｒ． ) 71
73

)

戸 田 東 )

20 松 岡 夏 輝 ・ 菊 地 穂 高 （ 蓮 田 南 青 田 豊 和

21 遠 藤 嘉 人 ・ 須 田 浩 平 （ さいたま三室

))
4

47

)

22 山 本 煌 藍 ・ 大 内 琉 生 （ 川口岸川

・ 藤 原 光 琉 （ さいたま春里

（ さいたま常盤

61

小 林 悠 仁 （ 川口岸川23

)

石 井 涼 晟 （ 埼 玉 栄 )24 飯 田 翼 ・ 矢 野 景 一 （

・ 角 倉 蓮 太 （ 埼 玉 栄

内 野 隼 ・ 湯原 仁心汰 （ シャトルピークＪｒ．)
21

)
48

25

田 沢 太 一

越谷新栄

)
20

)

26 飯 塚 凌 ・ 河 戸 佑 太 （ 春日部大沼

黒 澤 拓 真 （ 三郷彦成 )

黒 川 歩 睦 （ 朝霞第三 )

27 古 賀 一 星 ・ 鳥井 煌太朗 （ 上 尾 西

（ 北 本 東 )（ 星野学園

)
22

)
68

)

24

・ 湯 田 湊 友 （ 越谷富士 )
23

29 小 林 啓 人 ・ 新 山 友 基 （ 川口八幡木

)30 黒 須 春 輝 ・ 畠 山 紘 誠 （ 久 喜 南 )
49

葭 葉 祐 太 （ さいたま三室 )31

中 西 拓 海 ・ 河 田 樹 來 （

（ 蓮 田 南

春日部武里 )

・ 矢 﨑 玲 至

32 吉 野 統 矢 ・ 原 一 翔 （

)

さいたま日進

28 島 倉 塁 ・ 福 森 史 琉

谷 口 蓮 治)
25

51 原 周 平

（ ふじみ野福岡 )

・ 中 村 飛 悠 （ 上尾大谷 )

50

33 藤 沼 勇 人 ・ 田 所 瞬 葉 （ 草 加

シャトルピークＪｒ． )
5

（ 春日部武里 )34 柴 田 郁 翔 ・ 村 田 航 （ 越谷富士 )

・ 齊 藤 一 眞 （ 本 庄 西 )35 宮 城 渉 ・ 山 田 隼 豊 （

新 座 )
26

杉 戸 )36 清 水 大 智 ・ 佐 藤 惇 生 （

) 74 中 野 謙 志 ・ 宮 下 桧 （
-39-

37 内 藤 遥 希 ・ 馬 詰 瑛 翔 （ 埼 玉 栄

40

41

48 井 上 大 成 ・

)埼 玉 栄

・ 松 井 蒼 空 （

49 塚 本 瑞 貴 ・ 岡 田 希 音

50 辻本 　颯来 ・
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（

・

・

・

)

78 中 村 優 那 倉田 さつき さいたま土合 )

大 橋 真 衣・

・ （

吉 田 陽 南
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・
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45 岸 岡 結 菜 山 口 奏 空

（

久喜鷲宮西

44

65

16

17

66

76

63

14

15

64

43

75

山寺 湖心奈 春日部武里

（

（

（

（

（

（

39

13

)

)
84 澤 村 美 月 新 川 結 子11

)

69

21

湯 田 心 和

42 八 島 和 泉 小 松 千 桜 さいたま原山（
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・
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38 神 原 光 来 石 橋 桃 花 さいたま日進（

（

（
)

)
79

岡 田 琴 葉 小 林 美 翔

10
) 20

37 出 山 芽 依 福 嶋 希 嵐山玉ノ岡（・

9
) 19

36 三 輪 楓 菜 照井 ひなた

・

・

・ ブリッツＪＢＣ

（

（
渡 邊 冴 越谷栄進 ) 68

77

（ 草加谷塚
79

34

中 村 花 歩 遠 藤 咲 空 さいたま三橋

35 更 科 寛 菜

（

（

湊 Ｂ Ｃ
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・
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・
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埼 玉 栄 )
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)
2 飯 塚 凌 春日部大沼 )

1

1 篠 原 康 輔
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越 谷 光 陽 )

66 小 野 塚 勇 人 シャトルピークＪｒ． )（
27 島 田 千 寛 上 里 ) 59

5

51

28 三 好 乃 輝
草 加

（

越 谷 北 ) 12
67 藤 沼 勇 人

（65 豊 田 光 希

（
（

68

（

（

（

（

（

（

（

29 柴 田 佑 都 北 本 東 )
71 73 後 藤 啓 伸 上 里 )

30 島 倉 塁 星 野 学 園 )
（

（
)

31 田 所 瞬 葉 草 加 ) 42
6

60
（三 郷 北 )

69 幸 﨑 柊 侑 朝 霞 第 四 )

70 岡 崎 勇 士

（

71 倉 根 悠 希
32 橋 本 虎 白 杉 戸 ) 52 さいたま三室 )
33 小 林 悠 仁 川 口 岸 川 ) 43

27 72

（

住 吉 耕 上 尾 大 谷 )
34 𠮷　　村　　颯　　真 埼 玉 栄 )

65

（

)
35 飯 田 翼 越 谷 新 栄 ) 44

28 74 榎 本 和 司

（

蓮 田 南

73 福 森 史 琉 星 野 学 園

（

（

（

（

（

（

)
36 松 村 汰 紀 三 郷 彦 成 ) 61

53 75 法 本 壮 太

（

川 口 芝 )
37 石 川 武 行 田 長 野 ) 13

7

（
（

)
38 黒 須 春 輝 久 喜 南 )

77 有 江 桜 空

76 染 谷 玲 空
（

越 谷 北

埼 玉 栄 )
39 堀 口 蒼 天 さいたま日進 )

（

（
（

深 谷 豊 里塚 原 純

さいたま内谷塚 本 瑞 貴

小 川 睦 斗

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（



《女子個人戦シングルス》（８６） 令和７年度 学校総合体育大会 　中学生バドミントン競技会

23 39

71 75

25 41

26 42

27 43

44

76

30

46

31

47

73

33

34 50

35 51

36 52

74 78

38 54

-42-

50

63

40

64

18

67

48
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)

)（

)26

笹 川 莉 衣 子 （

加 須 東

武 田 奈 々 （鴻巣吹上北24

25 福 田 麗 音

（

（

23 春 日 部 緑

春日部武里

22

21

田 沢 め い な （埼 玉 栄

19 吉 田 陽 南

辰 澤 友 理 奈 （埼 玉 栄

)

17 （

)

山 寺 湖 心 奈

15 渡 邊 未 徠 （越 谷 北 陽
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